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13 組織別の活動状況 

(1) 会議等 

定款に規定する会議を次のとおり開催した。 

1) 総会 

第 62回定時総会を 6月 15日に開催した。議題は付属明細書を参照。 

2) 理事会 

理事会を 6回開催した。議題及び理事会において審議または報告された規程類の制定・

変更の内容は付属明細書を参照。 

 

(2) 委員会の活動 

(a) 常設委員会 

本会の重要施策についての円滑な実施を図ると共に、常設委員会相互の連絡及び調整の

ため、常設委員長会議を 6回開催した。会議の開催状況及び審議事項等並びに各常設委員

会等の開催状況は付属明細書を参照。 

1) 倫理委員会 

「綱領」、「啓発」及び「情報」の 3小委員会、並びに「倫理綱領検証ワーキンググルー

プ(WG)」(12 月まで)、「倫理綱領関係規定改定ワーキンググループ(WG)」(1 月以降)によ

り活動した。 

主な活動は、次の通りである。 

① 「技術士倫理綱領」とそれに附属する文書の改定の必要性・方向性についての「中間

取りまとめ報告」を作成し、6 月 30 日により会員に HP にて公開し、8 月 31 日までの

間意見を募集した。それらの意見を踏まえて「検証報告書」を取りまとめた（HP掲載）。

その中で、周辺状況や社会情勢に大きな変化が生じており、これに対応するためには、

附属文書も含めて改定する必要があるとした。また、月刊「技術士」2021 年４月号に

「技術士倫理綱領関係規定の改定に向けた取り組み」を投稿した。 

② 1 月理事会において、付属文書を含めての改定に着手すること、そのための WG 設置が

承認され、改定検討を進めている。 

③ 倫理事例集については、組織内中堅技術者の学習教材としての活用を想定した事例集

として、創作事例を HP内に掲載した。引き続き創作事例に加えて実事例の掲載を目指

して事例の収集・掲載文書の編纂を進めるとともに編集手順の標準化を検討した。 

④ 5月 20日に開催を予定していた第 12回技術者倫理シンポジウム（テーマ「企業活動と

倫理」）は、新型コロナ感染症の影響により中止した。2021 年 5 月 19 日（水）に同内

容で、聴講者はオンライン参加とすることで開催準備を進めている。 

⑤ 技術士全国大会関連行事として企画していた「技術者倫理情報連絡会」は、大会中止

に伴い開催しなかった。 

⑥ 月刊「技術士」に、「技術者倫理シリーズ」10 編（2020 年 4,5,6,8,9,10,11,12 月号、

2021 年 2,3 月号）を掲載した。また、広報委員会との合同検討会議を 4 回開催し、本

シリーズの掲載内容及び今後の執筆者選定方針等について協議検討を行った。 

⑦ 日本工学会「技術倫理協議会」に参加し、加盟組織間の情報交換を継続した。 
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2) 総務委員会 

諸制度の検討、規則、諸手引きの制定、改訂、廃止の検討並びに会員による活動グルー

プの管理等を行った。主な内容は次の通り。 

① 2020年度新名誉会員、フェロー、会長表彰者の審査及び推薦を行った。 

② 活動グループの登録申請および活動報告書を確認し、問題ないものについて理事会に

報告した。 

③ 昨年度に引き続き、地域本部関連事項検討小委員会を継続し、地域本部からの提案事

項など対し検討を行った。 

④ 常設委員会などから依頼のあった諸規則の制定、変更、廃止について審議し、助言を

行った。 

⑤ 千葉県支部ＨＰ掲載問題再発防止策を検討した。 

 

3) 企画委員会 

① 正会員に対する年代別の年会費の減免措置について、必要な予算措置を講じた。 

② 本会会計の適正な収支管理のため、部会会計の法人会計への統合化を行った。 

③ 部会等の講演会のオンライン配信を奨励するための制度を制定した。 

④ 未入会技術士へ本会への入会に関するアンケートを実施した。 

⑤ 前期に引き続き、予算申請ヒアリングを行い 2021年度の予算編成を実施した。 

⑥ 講演会見学会開催補助費運用規則の手引きの改定を実施した。 

 

4) 研修委員会 

本委員会は「継続研鑚小委員会」、「技術系人材育成小委員会」、及び「CPD 審査調整会議」、

並びに「IPDワーキンググループ」から構成される。2021年には技術士全国大会（創立 70

周年記念）が予定されており、2019 年 11 月に企画運営委員会が設立され、本委員会は基

本検討小委員会として参画している。主な活動内容は以下のとおりである。 

① 「技術士 CPD ガイドライン」により、技術士 CPD 登録証明書の発行申請、技術士認定

会員の申請に対し承認した。なお、CPD 登録証明書の発行件数は 829 件（対前年 32 件

減）であった。 

②「技術士 CPD行事における講演内容の遠隔視聴及び収録・ウェブ掲載に関する規則（案）」

を前年度より継続して検討した。その中で新型コロナウイルス拡大等を受け、日本技術

士会の CPD行事についても会員向け Web個人配信を可能とすることとしたが、その参加

費の徴収方法に係る検討について継続検討中である。  

③ 新型コロナウイルス拡大の影響に伴う技術士 CPD登録の臨時運用対応として、2020年

度実施分について、e-ラーニングの特例を講じるとともに同時中継の Web個人視聴の扱

いを明確にした。 

④ 技術士及び技術士 CPD 制度に関する関係学協会との連携を深めるため、日本工学会、

日本技術者教育認定機構（JABEE）、建設系 CPD協議会等の委員に会員を推薦した。 

⑤ 研修委員会委員 10名を CPD審査員として委嘱し、CPD定期審査を実施した。今年度は

技術士認定会員の約 10%にあたる 40名を対象に CPD記録の内容を審査した。 

⑥ 関連学協会間での CPD相互承認を推進するため、本会の各組織から申請された技術士

プログラムを建設系 CPD 協議会のホームページに掲載した。本年度の掲載件数は 76 件

（対前年 84件減）であった。 

⑦ 技術系人材育成小委員会は若手技術者への働きかけ方、修習活動の方法について検討

を行った。 
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⑧ IPD ワーキンググループ（第二期）を設置し、IPD の学習方法やプログラムの明確化

のために実施方法や IPD 評価方法の検討を行った。（第三期）についてはメンバーの任

期が 2021年 6月で切れるため、新体制で継続して検討する予定である。 

⑨ 2021年技術士全国大会（創立 70周年記念）企画運営委員会委員に研修委員を委任し、

また、基本検討小委員会として研修委員会の幹事を選任、会場、大会テーマ、実施方法

等基本事項の検討を行った。 

 

5) 広報委員会 

月刊「技術士」編集チーム(×３、内 1チームは対外広報も担当)、特別企画チーム（特

集号担当）の 4チーム編成により、掲載記事の充実、会員と会員、及び本会と会員とのコ

ミュニケーションを図ることを目指して活動した。また、技術士会の外部に向けた戦略的

な広報企画を行った。 

主な活動は、次の通りである。 

① 会誌月刊「技術士」の企画・編集・発行（月１回）を行った。 

② 特別号の企画・編集・発行（年 2回）を行った。 

・2020年 7月号：トピックス「国際スポーツイベント特集」 

・2021年 1月号： トピックス｢失敗に学ぶ、七転び八起き特集」 

③ ホームページ改善に関する企画・立案及び Web サイトに関する規格制定（手引きから

格上げ）、サイトポリシー策定を行った（委員会及びタスクフォースで実施）。 

④ 対外広報として、技術士資格や試験制度などの紹介記事を掲載、技術士の知名度向上

を図った。 

 

6) 社会委員会 

「司法小委員会」「広報小委員会」の 2 小委員会の構成により、実行委員会の「技術士

活性化委員会」、「防災支援委員会」、「科学技術振興支援委員会」と連携しつつ、以下

の活動を行った。また、工事監査支援ワーキンググループも継続して活動した。 

① 「司法支援小委員会」は、例年通り裁判所から「専門委員」や「鑑定人」等の推薦依

頼が来た場合、推薦手順に従って技術士パーソナルＤＢ登録者の中から依頼内容に沿

った適任者を選定し推薦している。2020 年度の依頼件数は 10件、継続再任が 2件であ

る。近年の傾向として、裁判所からの推薦要件は、専門性が高く且つ狭い範囲に絞ら

れる傾向が見られることから、引き続き個々の技術士の有する専門技術が活かせるよ

うにＤＢへの登録事項の改善、並びに登録促進を募る必要が生じている。また、会員

各位に対して司法支援活動の理解や協力依頼を目的とした「第 3 回司法支援講習会」

を企画したが、コロナ禍のため延期とし次期に開催することとした。 

② 「広報小委員会」は、日本技術士会会員の社会貢献活動を広く一般に周知し、技術士

の地位向上に資するため、「第 10回社会活動事例発表会」を企画したが、コロナ禍の

ため延期とし、令和 3年 5月 28日に開催することとした。また、社会貢献に関する日

本技術士会ホームページについて充実を図るとともに、技術士や本会が行っている社

会貢献活動が今まで以上に広く一般に認知されるよう掲載内容を最新情報に更新した。 

③ 文部科学省研究振興局の依頼による、「令和 3年度科学技術分野の文部科学大臣賞－創

意工夫功労者賞」の書面審査を行った。審査委員は社会委員会（10 名）、男女共同参画

推進委員会（女性 2名）である。審査結果は、「科学技術分野の文部科学大臣表彰審査

委員会 科学技術賞審査部会」に報告した。 

④ 「工事監査支援ワーキンググループ」は、本会に依頼された工事監査を実施（15 自治
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体）した。併せて、引き続き東京都監査専門委員、及び茨城県結城市新庁舎建設工事

安全監視委員会に技術士を推薦した。また、会員各位に対して、工事監査技術の理解

や広報を目的とした講習会を企画したが、コロナ禍のため延期とし次期に開催するこ

ととした。 

 

7) 国際委員会 

統轄・広報、IEA、海外団体の活動を、引き続き三小委員会で分担して実施した。 

主な活動は、次のとおりである。 

① 海外関係機関との協定等に関する規則の制定及び同手引きの改定を検討し、雛形を含

めた一連のフローを構築した。また、協定・覚書等に基づく活動の定期的な情報収集、

更新を実施した。 

② 役員等国外出張旅費支給規則について検討し、改定した。 

③ 日本技術士会ホームページの英語ページ及びパンフレットの更新を行った。 

④ 国際委員会のホームページの維持管理を行うと共に、再構成を行った。 

⑤ 国際委員会のホームページに、会員の海外活動を広く紹介する機関リポジトリを構築

した。 

⑥ タイの APEC エンジニア／IPEA 国際エンジニア登録システムを副査としてレビューを

行った。また、他国のレビュー審議への意見提出を行った。 

⑦ 2020 年 6 月 21 日～26 日に開催されたリモート IEA 総会に参加し、協定改定、GA/PC

改訂の議論に日本としての意見を述べると共に、情報を収集した。 

⑧ 2020 年 7 月 21 日～25 日に FEIAP（アジア太平洋地域技術者協会連合）の総会が、11

月 28 日に執行委員会が、12 月 18 日に工学教育常設委員会が、いずれもリモートで開

催され、アジア太平洋地域の技術者団体動向について情報収集を行った。 

⑨ 外為法対応のため、STC ワーキンググループにより、安全保障技術提供管理ガイドラ

インを作成した。 

⑩ 台湾経済部との協定更新について検討し、更新協定書を締結した。 

⑪ エンジニア・オーストラリアとの二国間相互認証協定、英国機械技術者協会との協定

更新について検討し、理事会で更新申請の承認を受け、締結作業中である。 

⑫ APECエンジニア・データバンクへの対応、IPEA国際エンジニアの単独申請受付等の検

討を行った。 

 

(b) 実行委員会 

1) CPD支援委員会 

技術士 CPDの実践は、技術士法に定める技術士の責務であり、会員の CPDの一層の推進

を図るべく、各種行事の企画・運営や教材の開発を行った。主な活動は次のとおりである。 

① 土曜日の 13～17時の「技術士 CPD中央講座」を 1回開催、平日の 18～20時の「技術

士 CPDミニ講座」を 2回開催した。個人への WEB配信の形式を導入した。 

② 2020年 8月に技術士活動実績の業績・研究の発表の場として「第 38回技術士 CPD・技

術士業績・研究発表年次大会」を開催した。16件の論文応募のうち優秀な 7件につい

て口頭発表を行った。なお、一部の発表者は WEB中継で発表を行った。 

③ 技術士第二次試験合格者向けの研修会・祝賀会が新型コロナウイルスの影響で中止と

なったため、研修委員会と調整のうえ、合格者向け研修会において予定していた講演

「技術士 CPD の概要」のダイジェスト資料をホームページに掲載した。 
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2) 修習技術者支援委員会 

修習技術者に対する IPD（初期専門能力開発）にための各種修習の場を提供することを

主目的として①修習技術者研修会②修習ガイダンス③キャリアプランセミナーを月例行

事として行った（4～7月はコロナ拡大の影響により休会）各行事の広報・案内は、メーリ

ングリスト、WEB による告知を中心に行った。 

① 修習研修会（6回） 

本年度から初となる WEB研修会を開催した。基本演習課題である、「専門技術能力」「業

務遂行能力」「行動原則」の理解と習得を目指して実施した。11月に初となる修習技術

者発表の年次全国大会を実施した。年次全国大会は修習技術者によるプレゼンテーシ

ョンの場であるが、統括本部、近畿本部、中部本部、中国本部から選出された優秀な

修習技術者 4 名によるコンピテンシーを重視したプレゼンテーションを行っていただ

いた。最後に最優秀者を表彰した。 

② 修習ガイダンス 2021（1回） 

技術士制度、第二次試験について、修習（研鑽）すべきこと及び技術士の本質につい

てのガイダンスを WEB で実施した。また、全ての技術者を技術士に，そして技術士で

あり続けるために～パネル討論を行い、実際の体験談などを通して、実際の修習方法

などを紹介し理解を深めてもらった。（JABEE、一次試験合格者（260 名）一般参加技術

士（12名）技術士会関係者（71名）の計 343名参加） 

③ キャリアプランセミナー（3月 1回） 

3月にキャリアプランセミナーを実施した。先輩技術士の講師 2名からご本人の経験、 

技術士を目指した目的、研鑽方法、現状の活動について講演をいただき、参加した修

習技術者の方に講演内容を参考に、キャリアプランシートにご本人の目標などを記載

していただいた。そして、グループディスカッションで発表していただき、グループ

メンバー同士でアドバイスを行った。上記①～③の活動で合計 555 名の参加者に対し

ての修習の場を提供した。 

 

3) 青年技術士交流委員会 

新型コロナウイルスの影響により、会場開催型の企画を順次オンライン開催へと切り替

えた。 

① ワークショップなどのアウトプット型の研讃例会を定期的に開催した。例年開催して

いる家族参加型例会、スポーツ交流会、第一次試験・第二次試験合格者交流会、なら

びに一部研修例会は、状況を鑑み企画段階で見合わせることとした。 

② 愛知での技術士全国大会開催は見送られたが、同日程にて青年の集いと題しオンライ

ンにて統括本部および各地域本部の青年組織との交流を実施し、研鑽活動の活性化を

行った。 

③ 国際交流活動として FEIAP Youth Talents Development Working Group での全 5 回の

連続オンラインセミナーを開催し、2 名が登壇した。またこの活動を通しアジア太平

洋地域における技術動向確認および参加国の技術者との交流を深めた。 

④ 国際活動 TFの検討に対して、ミーティングにおける意見交換ならびに検討案に対する

意見書を提出する等、本会の運営についての立案に対して若手技術士層として発信を

行った。 

⑤ 第一次試験合格者向けガイダンスにてパネル討論会を実施し、第二次試験受験に向け

たモチベーション向上に貢献した。 

⑥ 社会貢献活動としてこれまで行ってきた小学生向けの理科教室を題材に、オンライン
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で学ぶことができる動画コンテンツを作成に着手した。理科教室開催の代替として科

学技術の普及と技術士の知名度向上を図る。 

⑦ 令和元年度活動年鑑を制作した。また、ホームページや Facebook にて活動紹介、主催

行事の広報および報告を積極的に行った。また、11月以降の外部イベント開催時には

プレスリリースを行い、新聞社に取り上げられるなど技術士の知名度向上に貢献した。 

 

4) 技術士活性化委員会 

「基礎研修小委員会」及び「業務支援小委員会」の 2小委員会並びに情報発信メンバーに

より活動した。 

主な活動は，次の通りである。 

① 技術士開業研修会を開催した。 

入門コース…2020 年 9 月 16 日に開催し，コロナ禍により参加者を半数に絞り，46 名

が参加した。 

実践コース…2020年 10月 9日・10日に開催し，30名が参加した。 

② 予定していた「技術士が実施した支援・活性化の事例発表会」，「技術支援基礎講座 －

地域の低炭素化基盤整備支援のための研修会－ 」および，「技術支援基礎講座－JIS

法文書などの公文書の書き方，プロジェクトマネジメント革命」は新型コロナの影響

により中止にした。 

③ 「知的資産経営 WEEK2020セミナー －知的資産経営における技術士への期待－」を

2021 年 1 月 20 日にコロナ禍のためオンライン配信により無料にて開催し，国の取組

みについて経済産業省，内閣府及び技術士の講師をお招きし会員及び一般対象に紹介

した。170 名の参加があった。本セミナーは，経済産業省が取組む知的資産経営

WEEK2020とのタイアップセミナーとして経済産業省の後援を得て実施した。 

④ 「技術支援基礎講座 －企業支援における環境視点(省エネルギー・CO2 削減)の取組

み－ 」を 2021年 3月 17日にオンライン配信により無料にて開催し，省エネルギー関

連予算について資源エネルギー庁から及び，技術士 2 名を講師にお招きして会員及び

一般を対象に紹介した。250名の参加があった。 

⑤ 外部から依頼された技術士紹介業務について 31件の依頼があった。技術士パーソナル

DBに登録されている技術者に業務紹介を実施した。 

 

5) 防災支援委員会 

防災支援委員会は、通常時の活動と大規模自然災害発生後の活動について、以下を実施

した。 

① 地域組織（地域本部及び支部）の防災活動の支援 

・関東甲信県支部の防災連携を強化しするため、「第 1 回関東甲信県支部防災連絡会

議」を開催し、関東甲信県支部の参加を得た。 

・近畿本部・兵庫県支部、茨城県支部の防災啓発行事に参加し、連携活動を進めた。 

・中部本部・愛知県支部が参加した内閣府主催「ぼうさいこくたい 2019」のブース展

示に協力した。 

・地域本部、県支部の防災活動を集約するとともに、士業連携や自治体との協定締結

状況を調査し、ホームページで公開した。 

② 第 16回全国防災連絡会議の開催 

・全国大会連携行事であった全国防災連絡会議を、委員会行事として防災の日（9/1）

に初の WEB 行事として開催、地域本部報告とともに討議を実施した。 



 - 8 - 

③ 東京都災害復興まちづくり支援機構及び区部組織活動 

・統括本部における士業連携として、運営委員及び事務局員を派出し、機構運営に協

力した。 

・防災の日関連行事として首都防災ウィーク WEB特別番組に出演し、機構とともに日

本技術士会の活動について紹介した。 

・墨田区災害復興支援組織の活動に協力した。 

④ 会員による地域防災力向上に寄与する活動への支援 

・ぼうさいこくたい 2020広島（WEB開催）および震災対策技術展（横浜）に出展する

とともに、後者では集合型セミナーを開催した。  

・防災支援委員会の活動を紹介するため、Youtube チャンネルを開設した。さらにリ

ーフレットや冊子類の更新及び新規製作を行い、地域本部、支部、会員からの支援

要請に対応した。 

⑤ 大規模自然災害への対応（台風 19号災害復興支援プラットフォーム） 

・2019 年 10 月の台風 15号、19 号被害に対応するため設置した台風 19 号災害復興支

援プラットフォームによる連携活動を継続した。 

⑥ PE-Bosai2020 ワーキンググループの設置 

・日本技術士会の防災支援活動史を取りまとめ、これを分析することにより今後の活

動方針の参考とするため、ワーキンググループを設置した。 

 

6) 科学技術振興支援委員会 

本委員会は三つの小委員会から成る。また、本年度より、科学技術系イベント企画に関

するワーキンググループを立ち上げた。各小委員会、ワーキンググループの活動は次の通

りである。 

① 第一小委員会 

・会員が行う理科教室、科学技術系イベント活動への支援 

理科支援活動への支援申請書及び申請要領についてホームページに公開している。2020年度は

新型コロナの影響を受け、支援件数は20件であった。 

② 第二小委員会 

・サイエンスアゴラへの参加申請 

科学技術振興機構(JST)が主催するサイエンスアゴラ2020に参加申請した。企画立案は、科学

技術系イベント企画ワーキンググループを中心に行った。しかし、残念ながら今回は採択には

至らなかった。 

・サイエンス•インカレへの参画 

全国の大学生・高等専門学校生が自主研究の成果を競い合う場として、文部科学省の主催によ

り開催されている第10回サイエンス・インカレ（オンライン開催）の運営に参画した。本会に

て設定した基準に従い応募論文を審査し、優秀な研究に対し“公益社団法人 日本技術士会 会

長賞”を選定した。 

③ 第三小委員会 

・第５回理科実験事例発表大会の開催 

理科教室活動等を行っている会員から、模範となる理科実験事例のWeb中継による発表が行わ

れた。７組の発表、デモンストレーションがあり、技術士として必要な知識・技術・プレゼン

テーション能力を習得し、理科教室への活用を図っていくという目的につながった。今後も継

続して事例発表大会を行っていく。 

④ 科学技術系イベント企画ワーキンググループ 

・サイエンスアゴラへの企画立案 
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前述のようにサイエンスアゴラ2020の企画立案を行った。残念ながら今回は採択には至らなか

ったが、今後も科学技術系イベント企画に関する計画を立案していく。 

 

7) 日韓技術士交流委員会 

宮城県仙台市で開催予定の第 50 回日韓技術士国際会議の企画・運営を中心に活動を行

った。 

主なものは以下の内容である。 

① 2020年の日韓技術士国際会議（仙台）は中止し、2021年に延期することとした。 

② 2021年の会議日程や内容等について、11月 18日に両国交流委員会の WEB会議を開き、

意見を交換した。その後、メール連絡により韓国技術士会と緊密に連携し、情報共有

している。 

③ 日韓技術士国際会議が次回で 50回目の開催を迎えるにあたって、直近 5年の参加者を

対象としたアンケート調査を実施した。（期間：2021 年 2月１日～19 日） 

④ 上記アンケート調査の結果を参考とし、日韓技術士 50年間の交流を踏まえた、今後の

委員会活動方針を検討している。 

 

8) 海外活動支援委員会 

8 つの小委員会を編成し、委員全員が実質的な活動に参画できるようにし、また情報

の共有を図った。技術士の海外活動の拡大、活動の継承、講習会・研修会を実施した。 

「国際関係に係る TF」から 10月 15日に初めて説明があった所掌事項及び主要業務の

見直しについては、11月 11日に本委員会から案を示すこととし了解を得て、12月 7日

及び 3月 1日に案を提出している。TF側に事実誤認に基づく論理展開があり、事前に委

員会への確認がないため、理事会に誤解に基づく情報が提出されていることを懸念して

おり、21年度には海外活動関係のビジョン策定の必要性を感じている。 

以下、小委員会の活動を記す。 

① 活動機会促進小委員会；業務依頼案件（21 件）に対し、問合せ応募件数（28 件）で、

成約数（2 件(台湾)）であった。20 年度はコロナ感染症の関係で、要請、応募共に少

なかった。パーソナルデータベース（PDB）登録者数は、3月 31日現在、355名である。 

② 研修小委員会； 11 月 26 日にロードマップに関する講習会を、12 月 18 日に台湾に関

する研修会を開催した。1月と 2月に準備していた講習会は、コロナの緊急事態宣言発

出のため、21 年度に延期した 

③ 情報統括小委員会；HP の整理、充実化を行った。議事録、活動報告等をアップし、会

員への情報発信を図った。会報の海外関係報告のうち 2010 年以降の 40 記事のうち、

執筆者の掲載許可を得た 38 件を HP に掲載した。また、会報特集に隔月に発表した 6

記事（業務機会促進、研修、情報、台湾、中国、ミャンマー）を HP に掲載した。さら

に、国別小テスト（（クイズ形式）ブラジル、インドネシア）を掲載し、会員の関心を

高め、海外での生活常識と知識の普及に努めた。 

④ 台湾小委員会；会報 2020 年 10 月号に台湾に関する記事を掲載した。2020 年 12 月に

期限が来た MOU の更新・延長を行った(本会側署名は会長)。12 月 18 日に台湾に関す

る研修会を実施した。台湾との間でのリモート研修会の講師（応用理学、化学部門）

との連携を図り、円滑に研修会を実現した。 

⑤ ベトナム小委員会；ベトナム技術経済発展委員会（フォードンの会）を 9月に開催し、

ベトナム人及び多様な部門の技術士の参加を得た。また、これまでの出張先のベトナ

ム側窓口とメールで情報交換を行った。前日本大使館大使によるセミナーに（7 月、
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10月、2月）参加し、最新事情を入手し、会報記事（21年 6月号）の執筆に活かした。 

⑥ ミャンマー小委員会；オンラインによる Web研修会で情報を入手した。会報 2021年 2

月号にミャンマーに関する記事を掲載した。 

⑦ 中国小委員会；中国とは 1990年代からの交流があり、技術士派遣要請が最も多い。会

報 2020 年 12 月号に中国に関する記事を掲載した。また、モンゴルに関する記事を執

筆した（2021 年 8月号掲載予定）。 

⑧ 韓国小委員会；韓日産業技術協力財団との交流を中心に行っているが、コロナの関係

で動きがなかった。同財団の研修会も実施されなかった。 

 

(c) 個別規程による委員会 

1) 男女共同参画推進委員会 

「女子学生・女性技術者支援に関する活動」と「ダイバーシティ＆インクルージョンに

関する活動」を主軸とした活動、ウェブサイトの「見える化」による広報の充実・意識啓

発を継続した。また、当委員会は 2021 年度全国大会において、第 1 分科会の運営を担当

することから、テーマ始め企画・運営の準備を行っている。 

さらに、日本技術士会が男女共同参画学協会連絡会の第 19期幹事団体を 2020年 11月 1

日から 1年間努め、当委員会が運営主体になることから関連活動を行った。 

主な活動は以下の通りである。 

① 技術者・技術士を目指す女子学生・女性向けに「技術サロン」をリモートにより 4 回

開催。リモートとしたことにより、全国各地から、また。お子さんと一緒の方や、出

産を間近に控えた方の参加もあった。 

② 特定非営利活動法人女子中高生理工系キャリアパスプロジェクト（GSTEM-CPP）主催の

「夏学オンライン 2020-キャリア座談会」に委員がリモート参加。 

③ D＆I 活動の積極的な展開を図るため、「D&I フォーラム（兼 D&I 学習会）」をリモート

で開催（11 月）。講演「ダイバーシティ 2.0 ～多様性を活用できる組織こそが生き残

る時代へ～」（講師：経済産業省 経済産業政策局千野泰洋氏）及び先進事例の紹介に

続き参加者がオンラインで意見交換を実施、意識啓発や課題を共有。 

④ 月刊『技術士』の「男女共同参画シリーズその 4」を担当。D&Iに関する自社や自身の

取組み紹介等を 2020年 9月号から開始。 

⑤ 大学等に、キャリアモデル集はじめ委員会作成の冊子、チラシなどを送付し技術士資

格の広報を推進。 

⑥ 第 18回男女共同参画学協会連絡会シンポジウム（10月「女性研究者、技術者の意思・

能力・創造性を活かすために」－女性リーダーが例外ではない社会を目指して－）に

次期幹事団体として参加、日本技術士会の男女共同参画活動等をポスターにてウェブ

報告。 

 

2) 技術士制度検討委員会 

技術士分科会等での審議に資するため、『技術士制度改革について-最終報告-（提言）』

（令和元年 5 月）を取りまとめ、「CPD 活動の実践と登録及び更新研修の受講義務化を行

い、これを実践した技術士に『技術士（更新）』という称号を与えて差別化を図り資格活

用の促進につなげること」を「更新制」と定義して提言してきた。 

今期はこの提言を早期に実現すべく、第 10 期技術士分科会 制度検討特別委員会（以下、

「制特委」という。）に対する要望書の検討ならびに作成を実施した。 

① 「当会が最重要課題とする『CPD活動の義務化』と『資質向上の責務の履行状況の確認
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（CPD取得時間数の登録・証明）』に関しては、法改正が必要である」と整理し、『技術

士制度改革の法的検討に関する意見と要望（案）』（令和 2年 3月）を取りまとめた。 

② 制特委の審議において、「現時点では法改正は困難であり、技術士資格について技術士

法の改正を要する更新制の導入ではなく、政省令以下での対応によって具体の検討を

進める」との判断となった。このため、当委員会としては、資質向上の責務が検証で

きていないという事実を継続させないためにも、法改正の先行措置として省令改正が

必須であることを主張した。 

③ 今回の「技術士 CPD 活動実績の管理及び活用の仕組み」の導入よって、『「技術士登録

簿 CPD活動実績欄」にその実績を記載可能となり、CPD活動実績名簿によって CPD活動

を通じて資質向上の責務を果たしている技術士であるか否かを確認できる制度』が

2021 年度より開始されることになった。新しい制度の概要について今期の活動報告と

ともに日本技術士会ホームページに掲載した。 

 

3) 技術士資格活用委員会 

文部科学省・第 9 期技術士分科会において技術士制度改革に関する論点整理」(2019 年

1月)がまとめられた。その中で技術士資格の「活用促進／普及拡大」が当面重点的に取

り組むべき項目の一つとして取り上げられ、技術士会が主体となって活動をすることが

明記された。これを踏まえて次の事項について活動を実施した。 

① 国際的活用推進チーム 

・第 9期制度検討特別委員会の検討結果報告（2018/8/20），同・国際的通用性検討作

業部会の議事録等から、各国の実態や交流状況等について、既知の情報を整理した。 

・IPEA国際エンジニア資格を通じた技術士の国際通用性の検討を行った。 

・SDGsアクションプラン 2021における国際的資格活用の検討を行った。 

・海外資格の日本国内での活用状況の調査を行った。 

② 公的活用推進チーム 

・技術士資格活用要望について可能性評価を実施した結果、4 項目についてそれぞれ

要望書を作成し所管省庁へ働きかけを行った。 

・新たな技術士資格活用の可能性として「特許法一部改正」「中小企業等経営強化法

の一部改正」「情報処理安全確保支援士」「公共事業改正品確法」など専門委員とし

ての活用領域の拡大について検討を行った。 

・発注者の技術士取得の促進、教育機関への技術士登用の促進を行った。 

③ 産業界活用推進チーム 

・企業、企業内技術士会、大学、大学技術士会などに出向きヒアリングを実施した。 

今後の活動に活用するため、ヒアリング結果を検討し、事例と要望を中心にまとめ、

パンフレットや HP への掲載などに活用する。 

・技術士活用のパンフレットや HP を体系的に整理し、作成していく。今期は、まず 

産業界・公的機関・国際社会・大学等に対する技術士の活用の概要がわかるパンフレ

ットを作成し発行した。第 2版(企業や産業界での技術士の活用事例)を作成中である。 

・部会、委員会、地域本部、県支部から PR 冊子作成のための参考資料を収集した、

それらを整理し、今後のパンフレットやプロモーションビデオの作成に反映する。 

 

5) 日本技術士会創立 70周年記念 技術士全国大会 企画運営委員会 

2021 年 11 月に開催する第 47 回技術士全国大会（創立 70 周年記念）を円滑かつ効果的

に企画・運営するために検討を行った。 
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① 基本検討小委員会に加え、新たに渉外、広報、式典、会計、危機管理及び分科会の 6

つの小委員会を設置し、2020年 9月にキックオフミーティングを開催した。 

② 各小委員会に小委員長、副小委員長、また、分科会小委員会は第１から第 5分科会か

らなり、それぞれの分科会に主査、副査を選任した。企画運営委員は関連する常設委

員会から推薦を受けた委員からなり、2021 年 3 月時点で総人数は 56 名の委員が選任

された。 

③ 小委員会・分科会の委員間の情報共有を図るため小委員長・主査会議を開催し、各小

委員会の主要業務を定めるとともに、小委員会間の連絡調整を行った。各小委員会の

主要検討業務は次のとおり 

・基本検討小委員会 

会場、テーマ、日程、分科会等の検討 

・渉外小委員会 

広告企画の立案、後援依頼先、来賓招待先の検討 

・式典小委員会 

記念式典、記念講演、大会宣言の企画 

交流パーティの検討 

・広報小委員会 

大会チラシ、参加申込書、記念特集号、広告掲載の検討 

ツアーの企画 

・会計小委員会 

大会予算案、講演者等に対する謝金等の手引きの立案 

・危機管理小委員会 

危機管理対応マニュアルの作成、会場警備、看護、案内等の企画立案 

・分科会小委員会 

第 1分科会～第 5分科会の運営計画立案 

 

(d) 役員候補者選出選挙管理委員会 

1) 本委員会は役員候補者選出選挙及び地域組織における幹事選出選挙を所掌し、その事

務を管理する。また、本委員会は委員長、副委員長、幹事で構成する幹事会を設け、緊

急性のある課題に対処することとしている。 

2) 会議開催状況 

2020年度における活動は以下の通り。 

① 2020年 12月 4日 

2021年役員候補者選出選挙等に向けた業務及び運営体制の検討 

② 2021年 3月 2 日 

幹事会を開催し、立候補者・推薦者要件並びに選挙広報等の確認および選挙広報記事

の一部簡略化の確認 

③ 2021年 3月 5 日 

幹事会をメール審議で開催し、立候補者の変更を承認 
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 (3) 部会の活動 

本会の重要施策についての円滑な実施を図ると共に、部会相互の連絡協調及び部会活動の

活性化に資するため、部会長会議を 4 回開催した。部会長会議の開催状況及び審議事項等、

また、各部会の開催回数、部会における講演会及び見学会は付属明細書を参照。 

1) 機械部会 

4月から新型コロナウイルス感染対策緊急事態宣言が発出され、部会活動が計画通りに展開

できなかった。危機管理が求められた 1年だった。次年度は技術士会の Web 配信環境が整うの

で、CPD活動は新しい発展が期待できる。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

20年 3月下旬からリモート会議検討を始め、5月幹事会から在宅参加の幹事会を再開した。 

② 講演会 

毎月実施の講演会を 4地域本部会場配信も含め企画していたが、3月から 8月まで 6回休止

した。9月から機械振興会館における例会講演会を再開した。再開に当たり倫理統制の効く機

械部会幹事に限り、技術士会 Teamsを使った個人配信を実施した。 

③ 見学会 

実施できなかった。 

④ その他 

相互連携協定を締結している日本機械学会が行った「機械の日・機械週間」行事である絵画

コンクールの少年少女優秀賞表彰者に副賞を贈呈した。同行事、松戸市こども工作教室を中止

した。同学会全国大会で企画した「市民フォーラム」講演会を中止した。 

機械部会に貢献され米寿を迎えられた先達の方々に感謝状（通称機寿賞）と記念品を贈呈し

ている。今年度は高橋安一氏の永年の貢献に感謝し表彰した 

 

2) 船舶・海洋／航空・宇宙部会 

本部会は、日本技術士会で唯一複数の部門で構成されている部会である。主な活動として、

奇数月に東京地区において定例部会を開催している。また偶数月に中部本部の航空部会が中部

航空部会例会を名古屋・岐阜地区で開催しており、当部会はこれに連携している。定例部会で

は、通常およそ 30名が参加していたが、Teams によるオンライン開催により 70名以上の参加

者となっており、参加者は大きく増えている。また他部会からの参加者が多いことが特徴であ

る。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

年次大会・委員会は開催せず、計 3回の定例部会（9,1,3月に開催）にて連絡会を開いて情

報共有を実施した。幹事会はメール会議を必要に応じて開催している。なお 5月, 7月に予定

されていた定例部会はコロナウイルス感染予防のため中止とし、感染状況が下火になったこと

から 9月に開催したものの、11月は再度中止とした。1月から再開し、完全にオンラインで実

施している。 

② 講演会 

講演会は定例部会に併せて開催し、3回の講演会を開催した。併せて、30 分の話題提供（技

術講演）の場も設けている。なお、9 月は中部本部/中国本部/近畿本部に WEB 中継を実施、1

月, 3月は個人に WEB 中継を実施している。 

③ 見学会 

2020年度は、実施しなかった。 

④ その他 
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1月の定例部会で第一次試験合格者祝賀会を実施した。 

 

3) 電気電子部会 

電気電子部会は、原則 1月、8月を除く毎月の活動として、技術士の資質向上のため講演会・

見学会を開催し、CPD 取得の場を提供している。 

講演会では、WEB会議システムを活用し地域本部へ配信を行っている。また、CPD実施の相

互連携を行っている電気学会の CPD 活動を有効活用していただけるように開催情報を提供し

ている。 

技術士全国大会では地域本部との連携を図るため合同で見学会を開催している。 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参集・対面での部会行事開催がで

きなかった。また、同様の理由で地域本部への配信ができなかった。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

・ 部会報告会上期（7 月）と下期（12 月）は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止と

し、部会報告会資料を HPに掲載した。 

・ 上期・下期報告会の内容について、部会幹事会をオンラインで 2回実施した。 

・ 部会幹事会の中に部会運営会議を設け原則月 1 回実施した。開催にあたってはオンライン

を併用した。 

・ 部会幹事、統括本部の常設委員会、実行委員会委員の変更を行った。 

② 講演会 

・ 5月、6月に予定した講演会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

・ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため参集・対面での講演会はできなかった。また、同

様の理由で地域本部への配信ができなかった。7月、9月、11月、12月、2月、3月は講演

収録を行い、収録動画を HPの会員専用ページ≪Pe-CPD≫で公開した。 

③ 見学会 

・ 4 月、10 月（全国大会専門部会中部本部電気電子情報工学部会との合同開催）に予定して

いた見学会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 

④ その他 

・ 5月に予定していた電気電子部会第一次試験・第二次試験合格者歓迎会は、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため中止となった。 

・ 電気学会と隔月で意見交換会をオンライン開催した。相互連携の一環として、CPD行事を同

報メールで案内し、会員相互の CPD機会の提供と参加者増を図った。 

・ 12 月に第三回全国電気電子部会長及び部門代表者会議をオンライン開催し、7 地域本部及

び 5関東甲信県支部より出席があり意見交換を実施した。 

 

4) 化学部会 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

基本的には、見学会を予定している 4月と 10 月を除き、部会幹事会を毎月の定例講演会の

前に開催している。幹事会では今後の講演会等のスケジュール、講師の外部専門家の選定、理

事会・委員会活動報告等を行っている。 

本年は、コロナ感染拡大防止対応のため、４月から８月まで開催中止とした。９月から令和

３年３月までは、ＷＥＢで開催した。 

なお、総会（全体会合）は、コロナ感染対応のため中止した。 

② 講演会 

幹事会の後に定例講演会を行っている。講演会は外部専門家と技術士（化学部門）をセット
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にして、外部専門家からは幅広いジャンル（e.g.新材料開発応用、薬学生物化学、エネルギー、

リサイクル）のご講演を頂き、技術士には自身の業績廻り（e.g. セラミック材料、高分子材

料、分析化学、エネルギー材料）の話題を講演してもらっている。 

なお、以前より木曜日開催を継続していたが、現役会員等が参加し難いとのことで、本年度

から、土曜日開催の頻度を高める改善を進めている。 

また、人脈と視野の拡大を目的に、他部会との交流を推進している。本年度は繊維部会との

合同講演会を企画し準備を進めたが、コロナ感染対応のため中止とした。 

なお、化学部会は他の団体（e.g.日本化学会、高分子学会、電気化学会）との交流を図るた

めに講演聴講費は会員扱いとしている。 

また、例年通り次代の化学部会を担う現役世代（「若手の会」）の技術士を対象とする年２回

の定例土曜講演会は、コロナ感染対応のため、１回となり、10 月に WEB 開催した。また、例年

実施している子供向けの理科教室は中止したが、その代わりに、サイエンスアゴラに録画済み動画配

信という形で出展し、好評を博した。 

③ 見学会 

例年度は 4月と 10 月に２回見学会を開催している。本年度 4月度は、川崎市キングスカイ

フロント地区ナノ医療イノベーションセンター見学を企画し、進めていたが、コロナ感染拡大

防止対応のため中止とした。10月度は、見学会を中止し、ＷＥＢ講演会に切り替えた。 

④ その他 

・化学物質管理研究会 

「化学物質管理」に特化した専門知識を習得するため、偶数月に勉強会、事例研究会、セミ

ナーを近畿支部、中部支部との間で WEB中継して開催し、その講演会の前に同じく WEB中継し

て幹事会を開催し入会承認、行事、講演企画等を検討している。本会を母体として立ち上げた

（一社）化学物質管理士協会（Pro-MOCS）が令和元年度から実施している「化学物質管理試験」

の受験（民間）資格を得るため、および専門知識を深めることを目的としている。総会（全体

会合）はコロナ感染を避けるために書面にて令和 2年 5月 19日に開催した。技術士化学部門

等の受験者が「化学物質管理試験」試験に合格すると、「化学物質管理士（Pro-MOCS が商標

登録済）」を名のることができ、令和２年度は８名合格した。 

・部会外展示活動：化学部会の活動の紹介、技術士の認知度向上を目的に、例年、日本化学

会春季年会、新化学技術推進協会の異業種交流コーナーにブース展示を行ってきた。新型コロ

ナウイルス感染に伴い、残念ながら、昨年度に続き本年度も、ブース展示が中止となった。 

 

5) 繊維部会 

年度前半の新型コロナウイルス流行拡大時には、講演会を中止ないし延期せざるを得なかっ

たが、後半に入ってからは、オンラインでの部会ミーティング、人数を絞っての対面での講演

会、オンラインないしはオンライン・対面併用での若手技術士交流会兼講演会を行った。これ

らを通じて、オンラインでの部会ミーティングや講演会の開催は、全国、時には海外在住の会

員の参加も得られ、過去の対面の時よりも多くの人に参加いただけるメリットもあることが実

感できた。今後、講演会、情報共有や討議の新しい方式として有効に活用していく。なお、講

演会や若手技術士交流会は、近畿地域本部繊維部会や一般社団法人日本繊維技術士センター

（以下 JTCC）と連携しながら進めた。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

各回の日本技術士会部会長会議の後、全国の繊維部門の会員を対象にオンライン方式で部会

ミーティングを 3回開催し、日本技術士会理事会および部会長会議の報告を行うとともに、会

員間の情報交換や意見集約を行い、部会長会議での意見・要望に反映した。 
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② 講演会 

大阪で２回の講演会を近畿本部繊維部会と共同で人数を絞るなどの新型コロナウイルス感

染拡大防止策を施しながら実施し、延べ 31名（内、会員 25名）が参加した。この内 1回は近

畿本部繊維部会、化学部会、農業水産部会、環境研究会との共催であった。東京、名古屋での

講演会は新型コロナの影響で企画できなかった。また、大阪でも 3回は中止をせざるを得なか

った。 

また、若手技術士交流会という形で、企業内技術士を中心とした講演と交流を、1回はオン

ライン・対面併用方式で、2 回はオンライン方式で JTCC と共催で行い、延べ 230 名（内、会

員 80名）の参加を得た。 

講演会ないし若手技術士交流会での講演アイテムは、環境やプラスチックごみ、新しい機能

性繊維ないし繊維加工技術の開発、炭素繊維の最新動向、繊維産業の事業環境、品質コンプラ

イアンス、羊毛技術などと幅広く、最新の技術情報に富むものであった。 

③ 見学会 

見学会は実施できなかった。2020年 10月に予定されていた名古屋での日本技術士会全国大

会が中止となり、合同の企画も中止せざるを得なかった 

④ その他 

技術士第一次および第二次試験合格者歓迎会を、例年より大幅に遅れたが、9 月 12 日の若

手技術士交流会と併せて JTCCと連携して対面・オンライン併用方式で行った。新合格者４名

（3名対面、1名オンライン）が参加した。 

技術士への挑戦を薦めるため、東京、大阪および福井で技術士（繊維部門）試験受験奨励の

会を JTCCと共同で開催し、技術士資格の説明、資格取得のメリットと活用事例紹介、合格者

の受験体験談などの説明と日本技術士会の紹介を行った。 

 

6) 金属部会 

新型コロナ感染の流行によって、部会に於ける行事は、3 月から 6 月まで中断した。7

月からウェブ会議（Zoom）を利用して部会行事を再開した。しかしながら多人数が参加す

る新年会、新合格者歓迎会、見学会は断念せざるを得なかった。 

ウェブによる講演会は、遠隔地からの参加者も加わり、従来より多くの人が参加できた。 

① 部会における記念行事、定例部会、役員会（幹事会） 

定例部会は、毎月第 4日曜日 13:30～、計 8回開催した。前半は、講演会、後半は部会内情

報交換会を行った。ウェブ（Zoom）利用によって遠方からの参加がし易くなったことと、開催

日時を現役が参加し易い日曜午後に変更したことによって、多くの参加者を得ることができた

（約 30～40名⇒約 70～80名） 

役員会は、2回（7 月、12月）行い、コロナ禍の部会運営規則の見直し等を行った。 

② 講演会 

8回実施した。講演内容は、会員が関わっている関連業務を主体に、また、講師は、若

手技術士に務めてもらった。 

③ 見学会 

コロナ禍で実施を断念した。 

④ その他 

第一次、第二次試験合格者歓迎会は、コロナ禍で開催を断念した。新合格者が定例部会

に参加した場合、部会において自己紹介してもらうことにした。これまで 3名の自己紹介

があったが、入会していない新合格者にコンタクトするのが課題である。 
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・「YES-Metals!」 

YES-Metals!は、若手技術者の集いである。2009年 2月に発足以来、12 年経過、会合も

115回（2021/1現在）を重ね活発に活動している。他部門からの参加も多く、メーリング

リストも約 450名に達している。 

 

7) 資源工学部会 

原則として 2 ヶ月に 1 回の例会（講演会）と年 1 回の見学会の開催である。また、幹事

会は必要に応じて開催している。例会の参加者は、資源工学部会員と他部会員が半々の比率

になっており、20 名前後のこじんまりしたものである。内容は、会員或いは有識者の講師

による講演（1 時間程度、その後質疑 30 分程度）となっている。 

① 年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

2020 年度の幹事会は 2020 年 9 月 8 日、10 月 13 日、2021 年 2 月 2 日に開催し、理事会

及び部会長会議の報告、常設委員会委員からの報告等による情報交換、意見交換、部会内必

要案件の検討等を行った。 

② 講演会 

講演会は 5 回（8 月、9 月、10 月、12 月、2021 年 2 月）9 月は機械振興会館会議室で

他の 4 回はＷＥＢ開催を実施した。合計 229 名の参加者があった。 

演題は再生可能エネルギー資源、資源リサイクル、鉱物資源の開発、鉱業全般、地球環境

等に関するものであった 

③ 見学会 

コロナウイルスの影響を考慮し中止とした。 

④ その他 

コロナウイルスの影響で合格者歓迎会を中止した。 

 

8) 建設部会 

① 年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

2020年度はコロナ禍の影響により、年度初めの幹事会は休会としていた。そして、7月の定

例幹事会から Web会議方式で再開し、理事会報告や懸案事項の協議を通じた意見交換を行い、

例年 10回開催するところ、2020年度は 6回の開催となった。 

幹事の大半は常設委員会や特別委員会、実行委員会の委員として、また、個別規定による委

員会の委員として技術士会の活動に参画し、各委員会と部会との意思の疎通を図っている。 

部会には企画委員会、研修委員会、広報委員会を設け、部会への意見照会等の審議、CPD行

事の企画運営、広報活動を行った。なお、研修委員会においては、コロナ禍での講演会の在り

方が重要な課題であったが、休止していた講演会を 11月より Web方式で再開した。 

② 講演会 

例年 8回程度の講演会を実施し、参加総数は 400名程度であるが、2020 年度は、Web方式を

併用した講演会を３回開催し、参加総数は 300 名程度であった。この内、12 月講演会は定例

化している次期土木学会会長による講演会を開催した。また、2月講演会は初めての試みであ

る個人への配信による Web講演会を開催し、240 名の参加があった。今後は、これまでの経験

を踏まえて、Web講演会の充実を図る方針である。 

③ 見学会 

2020年度はコロナ禍の影響で現場見学会は全て中止とした。 

④ その他 

毎年度開催していた建設部会主催の技術士二次試験合格者祝賀会、関東甲信地域県支部代表
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者会議および地域本部建設部会との意見交換会について、2020 年度はコロナ禍の影響で中止

とした。 

 

9) 上下水道部会 

部会活動は上下水道部門の技術士に有益となるＣＰＤを提供する講演会を中心に活動を行

った。これまでと同様に、講演会への参加を容易にするために、会員対象である場合は平日の

夜間、第一次・第二次技術士試験合格者対象である場合は、土曜日開催とした。 

新型コロナウイルス対策（参加者を部屋定員の 1/2以下、体温測定、手指の消毒等）を行い、

9月まではリアル講演会を行っていたが、10月以降はオンラインに切り替えている。今後も、

状況を見ながら継続していく予定。 

講演会は毎回、講演収録と各地域（主として中部本部、中国本部、四国本部）へオンライン

で中継を行っている。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

年次大会は実施していないので、同報メール及びＣＰＤ行事案内で会員に対して幹事会への

参加呼びかけを行った。今年度の参加実績は 3名で、参加者全員が幹事となっていただけたこ

とから、今後も継続していく予定である。 

委員会活動における委員は幹事の中から選出し、活動内容を幹事会で報告し、各委員会から

要請に対して、部会として協力を行った。 

隔月開催している幹事会では、講演会、見学会等の企画や結果分析、重要事項の審議及び理

事会、部会長会議、各委員会報告を行った。年間６回を開催し、リアル講演会前に開催した２

回はリアルとオンラインを併用、４回はオンラインのみとした。 

② 講演会 

講演会のテーマは上水道関係と下水道関係が片寄らないように、交互に開催した。 

講演会は５回開催し（中国本部からの WEB中継 1回を含む）、3回はリアル、2回は無料とし

てオンラインで行った。オンラインであることから、遠方からの参加者が増加したことにより

参加者がリアルに比べて倍増した。このことから、今後もオンライン講演会は継続する必要性

を感じている。 

会員増強を目的として、上下水道部門の一次・二次試験合格者は、合格後一年間は講演会の

会費を無料とした。 

③ 見学会 

見学会はコロナウイルス感染対策により中止とした。今後も、実績のある埼玉県支部との連

携を図っていく。 

 

10) 衛生工学部会 

 例年、講演会と見学会を隔月で交互に開催していたが、2020 年度はコロナ禍の影響により

見学会はすべて中止とし、講演会（WEB）のみ開催した。新合格者の歓迎会については、4 月

に一次・二次合同で計画していたが、緊急事態宣言の最中ということもあり見学会と同様に中

止した。会員同士の親睦を図るため実施していた懇親会も、すべて取りやめた。 

① 年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

幹事会は例年 2回実施し、部会の運営方針、年次計画、見学会、講演会の内容に関する協議

などを行っていたが、2020 年度はコロナ禍の影響によりいずれも直前に中止することとなっ

た。それに伴い、重要事項の協議や意見交換はすべて eメールを利用して対応した。講演会開

始前に実施していた部会は、WEB講演会準備のため理事会、部会長会議、各委員会からの報告

の時間をほとんど確保することができず、情報の水平展開に問題を残す 1年となった。 
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② 講演会 

講演会は 5回実施した。「地球深部探査船｢ちきゅう｣による海底探査報告」、「まちづくりと

トイレ」、「寒冷地の病院に導入された下水熱ヒートポンプ」、「環境汚染を及ぼす有害化学物質

の推移と変遷」、「給排水衛生設備における感染症対策と課題」を行い、専門分野最新技術、周

辺技術に関する理解を深めた。 

③ 見学会 

コロナ禍の影響により中止とした。 

④ その他 

部会会員同士の情報交換・交流を図るために、ゴルフ大会及び東京湾定点観測（屋形船）を

企画したが、コロナ禍の影響によりすべて中止とした。また、本会の会員増加目指し、新合格

者に対しては見学会・講演会の参加費を 1 年間無料としているが、2020 年度は対象者がいな

かった。 

 

11) 農業部会 

講演会等の開催を通じ、会員相互のコミュニケーションを促進することにより、会員の業務

機会の拡大及び質の向上を目指している。部会活動に伴う幹事の負担軽減のため部会員の幹事

への積極的な登用を進めている。また、関東以外の会員との連携を強化するため、地域部会へ

の講演会の発信を積極的に進めているほか、本部以外の部会員にも幹事への就任をお願いして

いる。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

新型コロナウイルスの影響により 4月、6月の対面による部会を中止し、Webによる幹事会

に切り替え開催した。部会活動への参加を推進するため部会員の幹事登用を進めており、令和

2 年度において幹事に新任 4 名を加え（退任 3 名）、部会活動の充実を図った。令和 2 年度末

で幹事は理事、部会長、副部会長を含め 48名である。 

② 講演会 

4月、6月の講演会を中止した。例年見学会のため講演会を開催しない 10 月の開催を含め 4

回の講演会を開催した。各回約 40名の参加を得た。生物工学部会との連携は 3年目を迎え、

2020年 12月の共催講演会では農業部会会員及び生物工学部会会員による講演を行った。引き

続き講演会の WEB中継地域の拡大、講演録画の HP掲載を進めた。講演会資料については、著

作権や講師の意向に配慮しファイルによる配布は行わず、原則として印刷資料を会場で配付し

た。なお、情報交換会は開催しなかった。 

③ 見学会 

新型コロナウイルスのため中止した。 

④ その他 

資源消費節減の観点から、12 月の部会において試行的に印刷資料の配付をやめ、部会幹事

への事前のファイル送付、会場でのスライド投影により、議事を進行した。議事進行上特に支

障はなかったため 2月の部会から本格的にペーパーレスとした。 

 

12) 森林部会 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

年次大会(部会総会)は、4月 20日に電磁的方法を活用して開催した。2020年度の部会幹事

会議は年 4回実施し、「日本技術士会（統括本部）の動向」や「森林部門技術士の活用促進」

等について報告し、必要な協議を行った。 

なお、部会の年次大会の懇親会及び技術士試験の森林部門での第一次試験合格者と第二次試



 - 20 - 

験合格者の歓迎会は中止することとした。 

② 講演会 

講演会は 3回実施し、総勢 235名が参加した。林業、森林土木、森林環境の各専門分野に 

おける外部講師等を依頼し、実施した。 

③ 見学会 

本年度は実施しなかった。 

④ その他 

・契約方式の変化（総合評価方式の導入等）に対応した技術士の活用、継続研修（CPD）の

積極的評価について、発注官庁である林野庁等に対し陳情を行った。 

・会員に対しては、ホームページ及び同報メールにより講演会の案内、森林・林業行政の動

向、部会の動き等に関する情報提供を適時に行い、その内容の拡充を図った。 

・関係団体である森林部門技術士会が 50周年を迎えたことから記念誌の発行に協力した。 

 

13) 水産部会 

部会活動は、CPD の場を提供する講演会を中心に実施した。部会主催の講演会は、参加しや

すく予定が立てやすいように固定化した奇数月の第2土曜日として開催した。なお、新型コロ

ナの影響のため5月の部会、講演会は中止した。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

部会年次大会は5月にメール会議により開催した。決算報告を中心に活動の総括を行い、次

年度の活動計画についても提案・議論を行った。 

幹事会活動は2ヶ月毎の講演会開催時に併せてWeb併用で行った。理事・部会長・各委員から

理事会報告、部会長会議報告、各常設・実行委員会報告を行い、それらに対応して必要な協議

を行った。 

② 講演会 

例年通り2ヶ月毎に講演会をWeb配信併用により開催した。水産に関する専門家を招き講演を

行い、講演後に講演者との質疑応答などの自由討論を行った。さらに、講演の録画をＣＰＤ講

演内容のＨＰ視聴コーナーにも掲載した。 

③ 見学会 

令和2年度は、新型コロナの影響で開催を見合わせた。 

④ その他 

ジャパン・インターナショナル・シーフードショー（東京ビッグサイト）において無料相談

ブースを開設し、3日間で延べ17人の技術士が窓口を担当した。技術士の活動紹介のパネルを

掲示するとともに、対応内容は養殖・加工などの水産技術に関する指導や技術士試験の紹介等

を行った。また、セミナーも開催し加工技術の紹介を行った。 

水産部会のアウトリーチ活動の一環として、水産に関わる情報誌「アクアネット」及び「水

産界」に技術紹介として部会員がリレー執筆を行った。また、日本水産学会水産教育推進委員

会、（国研）水産研究・教育機構、（公財）農学会に委員を派遣するとともに意見交換を実施

した。 

 

14) 経営工学部会 

今年度は、新型コロナウイルスの影響で会場参加での活動はできず、Ｗｅｂによるネット

経由の活動となった。このため、人脈構築のためのワンコイン交流会等は開催できずに終わ

った。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 



 - 21 - 

例会は 4回、幹事会は例会日中心に 7回開催し、ネット経由を基本として実施した。例会で

は理事会・部会長会議・委員会の報告を行い情報共有を図った。事業・収支の報告・計画を議

案とした年次総会は 6月にメールベースで開催し 137名の参加を得た。本部委員会活動には、

常設委員に 7名、実行委員他に 9名が参加した。 

② 講演会 

例会、勉強会として計 4 回、「実務研究」「業績発表」などテーマを設けてネットでの Web

開催とし、計 182名のオンライン参加を得た。例会の講演はすべて収録して後日 Pe-CPDから

のＨＰ視聴を提供している。3月には昨年度対象者を含めた合格者歓迎を兼ねて講演・討論会

を Webベースで開催し、44名(合格者 11名)の参加を得て交流を図ることができた。 

③ 見学会 

7月に半日、11月に 1日の見学会を予定していたが、いずれも自粛とした。 

④ その他 

日本経営工学会、日本ＩＥ協会との三団体連携活動として、従来からの学会会誌への投稿は

継続、「技術士を目指そう説明会」（東京：12 月）の共催、テーマ講演会（2 月）については

Webツールを活用して実施した。 

被災地復興支援活動として足掛け 10年間継続してきた部会の岩手三陸協力ワーキング活動

の終了に伴い、これまでの活動を『「人材育成による“なりわいの再生”」活動報告書』として

纏め、技術士の社会貢献活動のあり方の参考としていただくべく 2020年 8月に発刊した。部

会ＨＰにも公開している。 

 

15) 情報工学部会 

情報工学部会の活動の主目的は、部会員の継続研鑚とヒューマン・ネットワーク構築の支援

である。部会運営は、原則として月 1回の月例会(金曜日 18:30～21:00)と月 1回の幹事会(月

曜日 19:00～20:30)を基本とし、イベントとして、年 1回の総会、技術士全国大会併設の特別

部会、情報処理学会と連携した CPDコラボレーション(講義とワークショップ)等を実施してい

る。2020年度は、計 8回の部会を開催した。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

9 月 25 日に総会を開催し、部会運営規約改正、事業報告、会計報告及び講演会を行った。

技術士全国大会(愛知)は新型コロナウイルス感染症の拡大により中止した。幹事会はほぼ月 1

回、計 9回開催した。また委員会活動は、常設委員会に 6名、実行委員会に 13名、個別規定

委員会(選挙管理委員会を含む)に 9名、計 28名(延人数)の部会員が委員として各委員会活動

に参画した。 

② 講演会 

2020年度は、8回の講演会を開催した。この内、9月は総会を兼ねて実施し、7・10・11・3

月は土曜日の午後を利用し情報処理学会との(覚書に基づく)CPD コラボレーションとして講

義とワークショップを実施した。2 月 12 日は 1 次合格者祝賀会を兼ねて実施し、多数の新合

格者が参加した。2次合格者祝賀会は新型コロナウイルス感染症の拡大により中止した。9月

8日には電気電子部会との合同部会（講演を録画し、後日公開）、12月 19日には水産部会との

合同部会を開催し、部会間の連携・交流を図った。Web中継は、地域本部からの希望に基づき

9月に実施、12・2月には個人会員向けに実施し、全国の部会員の参加の便宜を図った。 

③ 見学会 

新型コロナウイルス感染症の拡大により中止した。 

④ その他 

・CPD機会の減少への対応として、講演会の Web中継を個人会員向けに実施した。 
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・新合格者・JABEE修了者に対して 1年間有効の部会参加費 1,000円割引を実施し、部会参加

の便宜を図った。 

・情報処理学会と連携し(覚書を締結)、高度 IT 人材育成等について取組みを進めている。2018

年度合意された連携内容(認定情報技術者(CITP: Certified IT Professional)制度における技

術士(情報工学)資格の活用等)に基づき、今年度も継続して「技術士(情報工学)を対象とした

認定情報技術者(CITP)資格の審査及び申請料の一部免除」が実施された。 

 

16) 応用理学部会 

応用理学部会は、基本的には毎月定例会（幹事会及び講演会、見学会）を開催し、会員及び

一般の専門技術者に継続研鑽の場を提供している。多分野の専門技術者が集合している部会の

特徴を活かし、地質・地球物理、物理・化学、測地等の専門領域のテーマに加えて、幅広く興

味深いテーマの専門講師を招いて、講演会を開催している。その結果、2012 年以降参加者が

右肩上がりに伸びている。 

① 部会における年度大会・委員会活動・幹事会 

5月の年度大会は、新型コロナ対応によりメール方式で開催し、年間活動計画を決議した。 

定例活動は、毎月第 3火曜日（8月及び 12月は土曜日午後に実施）とし、4月・5月及び 3

月（年度末）の中止を除き、幹事会、定例会を実施した。 

幹事会では、講演会企画および運営の他、理事会、部会長会、および本部各委員会から依頼

された討議事項などを話し合った。 

定例会は講演会（見学会は見合わせ）を 9回開催した。 

② 講演会 

8月「現役若手世代技術士ＣＰＤ行事」、10月に 3本の WEB講演、12月に資源工学部会と共

同講演 1月は部会員 3名による技術発表会、2月はグッドデザイン賞受賞記念講演をそれぞれ

開催した。 

③ 見学会 

実施を見合わせた。 

④ その他 

講演 HP視聴登録 11件。 

 

17) 生物工学部会 

生物工学部会は、業務を創出しそれをこなせる人材を育成するという施策と、部会発足当初

からのスローガンである「いつ来ても楽しい生物工学部会」の実現をモットーに、活動を続け

ている。それらを実現するために進められた本年度の部会活動は、次の通りであった。 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

幹事会を毎月（合計 12回）開催し、講演会、研修旅行、新合格者顔合わせ会の企画などの

部会運営に関わる協議をおこなった。10 月の例会を例年は年次大会と位置づけ、本年度は部

会設立 30周年記念行事を予定していたが、新型コロナウイルスの影響で中止となったため、

講演者ならびに関係の皆様のご協力のもと、通常の例会に内容を差替えた。別途予定していた

関連学会開催に合わせた技術士全国交流会も、同じ理由で中止した。 

各地区における活動は次の通りであった。 

・北海道地区： 4 回の例会を実施（web会議形式）累計 40名が参加した。 

・東北地区：新型コロナウイルスの影響を受け、予定していた企画の開催を見送った。 

・近畿地区：オンライン座談会（13名が参加）など、計 3回の会合を持った。 
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・中国地区：合同部会として活動している。 

② 講演会 

主催例会・講演会を 5回開催した。例年 6月におこなっている業績発表会（第 24回）の演

題数は、特別講演 1、口頭発表 12（一般講演 6、ショートトーク 6）、誌上発表 4 の、合計 17

であった。 

③ 見学会 

見学会開催を見送った。 

④ その他 

・第一次試験新合格者顔合わせ会を、全国・近畿（オンライン）、札幌（オンライン）の 2

会場で開催した（2 月）。 

・第二次試験新合格者顔合わせ会をオンラインで開催した（8月）。 

・外部への広報活動は、日本生物工学会（9 月）と日本農芸化学会（3 月）の大会がオンラ

イン開催のため、活動を紹介するポスター掲示やリーフレット配布はおこなわなかった。 

・農業部会との連携行事として、合同講演会を 1回（12月）おこなった。 

・製品評価技術基盤機構（NITE）との連携・協力として、協議会を 1 回（12 月）開催した。 

 

18) 環境部会 

2020年度の環境部会の活動は、例年どおり以下の四区分で行事を計画したが、コロナ禍 

ですべて、WEBで、運営委員会、講演会を実施した。。 

・基幹行事：年会、技術交流会、忘年会、歓迎会等、開催月を決めて実施する年間必須行事 

・定例行事：上記以外に幹事の企画提案に基づいて実施する講演会、見学会等の月次定例会 

・共催行事：技術士会の他の部会・地域本部、或は学協会の主催する講演会等を共催 

・運営会議：四半期ごとに開催する行事内容の企画を中心とした幹事会 

① 部会における年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

５月に年会はコロナ禍のため、議案を部会 HP に掲載し、メールでの質問受付、メールでの

回答とした。年間の活動、具体的な活動内容を企画するため、部会幹事による４回の運営会議

を開催し、行事予定並びに部会運営に関する懸案事項について、Teamsで検討を行った。また、

常設・実行あわせて 13の委員会に幹事が委員として参画し、運営会議において状況報告を行

うことで情報を共有した。 

② 講演会 

2020年 2月から 12 月までの講演会は実施できなかったが、2021年１、2、3 月度は、講師・

聴講者とも全員 WEBで実施し、毎回 80～130名、全国、多様な部門の方に参加いただいた。 

③ 見学会 

見学会は実施できなかった。 

 

19) 原子力・放射線部会 

2020年度の原子力・放射線部会では、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、活動

の縮小を余儀なくされたが、｢技術士認知度向上及び技術士数増に向けた活動｣や「自己研鑽を

推進する活動」を実施するとともに、コロナ禍においても活動を推進するための IT対応の強

化を図った。また、福島第一原子力発電所事故の 10周年を迎えるに当たり、2021年度実施予

定の特別企画の準備を実施した。 

① 年次大会（全体会合）・委員会活動・幹事会 

全体会議を 12月 15 日に Web開催し、2019年度の活動を報告するとともに、活動方針を説

明、意見交換を行った。また、行事の web開催に係る規約改訂を議論し、承認した。幹事会を



 - 24 - 

Webで 5回開催し、方針に沿った具体的活動の進め方等について議論した。 

② 講演会 

原子力・放射線部門の技術士として学ぶべき項目及び Web配信となることを考慮し、核融合

開発関係の例会講演会を「シリーズ 放射線利用としての核融合」として 3回開催した。 

③ 見学会及び意見交換会 

コロナ禍により中止となった。 

④ その他 

技術士制度の学生への認知度向上と受験奨励のために原子力又は放射線関係の学科のある

大学に対して、技術士会と原子力・放射線部会を紹介するパンフレットを更新し、配布した。

また、同様の目的で日本原子力学会春の大会に web出展した。 

福島事故、放射線に関する正しい知識の普及のため、原子力学会が進めている学校教科書の

レビュー活動に協力した。 

 

(4) 地域本部及び地域本部管轄下の県支部の活動 

本会の重要施策について円滑な実施を図ると共に、地域本部相互の連絡協調及び地域本部

活動の活性化に資するため、地域本部長会議を 4回開催した。地域本部長会議の開催状況及

び審議事項等、各地域本部等での総会等の会合の回数、地域本部等における主な講演会等及

び見学会は附属明細書を参照。 

1) 北海道本部 

2019年度末から始まった北海道独自の新型コロナウイルス緊急事態宣言、4/7からの政府

による緊急事態宣言(7都府県)、4/16緊急事態宣言(全国)により、活動計画が大幅に変更と

なった。5/25の宣言解除以降も感染拡大防止に向け、WEB会議・メール審議を基本とし、見

学会・懇親会・交流会を見合わせ、CPD 講演会等もオンラインを基本に参集する場合の暫定

ルールを策定し活動を行った。 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・2020年 7月 8日(水)開催予定の第 55回年次大会は、集合参加形態を止め、HP上で報告事

項を告知、メール等で期間を区切り質疑応答を行った。 

・本部長を含め 30 名で構成される役員による本部役員会を 4 回（メール審議、オンライン

会議）開催した。 

・地域委員会（技術士試験、総務、事業、広報、社会活動、地方、防災、青年技術士交流、

倫理）を計 78回開催した。 

・各委員会等において研修会の開催等ＣＰＤ行事（10回）を中心に活動した。 

② 行事 

・2020年 9月 18日(金)に青年技術士交流委員会オンライン講演会を開催した。 

・2020年 11月 12日(木)に第 32回防災セミナー(オンライン＆サテライト)を開催した。 

・2021 年 2 月 26 日(金)に第 40 回地域産学官と技術士との合同セミナー(メイン会場＆サテ

ライト会場＆オンライン)を開催した。 

・第一次試験合格者に向けオンライン修習ガイダンスを開催した。 

③ その他 

・技術士第一次・第二次試験の実施を支援した。 

・技術士の社会認知度向上、理科系教育現場の支援事業として、JABEE 認定校 2 校、認定外

2校、工業高等学校 1校にて出前授業を行った。 

・上記の出前授業の取組が、将来の担い手育成に大きく寄与するとして、工業高等学校より

感謝状を頂いた。 
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・北海道本部会報「コンサルタンツ北海道」を 3回発行した。 

 

2) 東北本部 

東北本部の技術士会活動も、大幅な活動制限を余儀なくされた。 

仙台で開催を予定していた「第 50 回日韓技術士国際会議」は今年度開催を中止し次年度

開催にむけ会議のテーマと、感染予防対策等を含めた実施方法の具体化の検討を進めている。 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・7月 16日に 45名が出席して年次大会をオンラインで開催した。 

・本部長を含め 35名で構成される地域本部幹事による役員会を 4回オンラインで開催した。 

・政策事業、広報、CPD、防災、青年技術士交流、倫理研究、ITS 研究、男女共同参画推進、

ふくしま未来委員会の 9委員会では、それぞれ年 1～11回の委員会を開催した。 

② 行事 

・東北本部をはじめとする 6専門部会及び 9委員会が、研修会・見学会等の CPD行事を感染

予防対策にて 13回開催した。 

・技術士第一次試験合格者及び JABEE課程修了者に対する修習ガイダンスを行った。 

 （感染予防対策を行いオンラインと併用で開催） 

・技術士第二次試験合格者歓迎講演会を WEBで開催した。 

③ その他 

・技術士第一次試験及び第二次試験の宮城会場における実施を支援した。 

・東北本部会報「技術士東北－ガイヤパラダイム－」を 7月と 1月の 2回発行した。 

 

2)-1 東北本部 青森県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会は、開催中止。大会資料を会員へ送付した。 

・支部長を含め１８名で構成される役員による支部役員会を２回開催した。 

② 行事 

・ＣＰＤ研修会を３回(主催)した。 

③ その他 

・2020 年度青森県支部会報「技術士」を令和３年３月に 500部発行した。 

 

2)-2 東北本部 岩手県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会：2020 年 6 月 27 日(土) の開始を予定したが、新型コロナウイルス感染症対策と

して開催を見送り、報告書をホームページにアップし議案事項は書面評決とした。 

・役員会を 5 回開催し、事業計画や技術士相互の連携強化等について協議した。 

・総務、企画、広報、技術の各委員会では、活動に合わせた会議等を随時開催した。 

 

② 行事 

・支部主催の講演会を 5 回、各研究会主催の現場研修会を 4 回、技術展示 1 回を開催した。 

③ その他 

・昨年度に引き続き支部長が大槌町「鎮魂の森整備検討委員会」に岩手県支部として参加し

ている。 
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2)-3 東北本部 宮城県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・2020年 6月 5日に予定していた第 9回年次大会はコロナ禍のためメール会議を開催した。 

・支部長を含め 21 名（令和 2 年 8 月からは 20 名）で構成される役員による支部役員会は 3

回（内メール会議 2 回）を開催した。 

・総務企画委員会は、宮城県との防災協定（平成 28年 7月 28日に締結）に基づく活動はコ

ロナ禍で活動は中止となった。 

・広報委員会は、支部のホ－ムペ－ジの運用及び支部の活動報告を「GAIA」へ掲載した。 

・防災委員会、環境委員会、技術委員会、豊年技術士懇談会は、研修会、講習会等の CPD行

事を企画実施した。 

・委員会開催は環境委員会が相互の研修及び意見交換会を 7回開催した。 

② 行事 

・第 9回宮城県支部年次大会時の基調講演は 12 月に延期して実施し、研修会、講演会を計 4

回開催した。 

 

2)-4 東北本部 秋田県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会については、新型コロナ感染拡大防止の観点から開催せず、資料送付にて対応。 

・支部役員会を 3回開催した。 

・企画広報委員会は支部の活動報告を「GAIA」へ投稿した。 

② 行事 

・秋田県支部主催の CPD研修会を 2回開催した。 

 

2)-5 東北本部 山形県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染拡大を受けて、支部年次大会を開催しなかった。 

・支部長を含め 18名で構成する役員による支部役員会を 2回開催した。 

・総務委員会は、年次大会中止に伴い、会員に送付する年次報告資料の作成を行った。 

・広報委員会は、山形県支部ホームページの更新、GAIA原稿、各講座、現場研修会等の報告

原稿作成を行った。 

・技術委員会は、会員の技術力の向上維持並びに県内の技術者の資質向上を目的に、10 月

16日に現場研修会を、11月 13日に技術教養講座を開催した。 

・倫理委員会は、コロナ禍により「技術者倫理ワークショップ」を開催できなかったが、今

後の委員会活動のあり方を会員に問うため、アンケート調査を実施した。 

・社会学習委員会は、例年、地域の小中学校を対象とした出前授業を実施してきたが、令和

2年度は新型コロナウイルス感染拡大を受けて実施を見送った。 

② 行事 

・見学会、講演会等の行事を計 2回開催した。 

③ その他 

・10月 30日～31日に鶴岡工業高等専門学校創造工学科の『実践的デザイン工学演習』に講

師 2名を派遣した。 

・2月 25日に山形県県土整備部及び(公財)山形県建設技術センター主催の『エキスパート育

成研修』に講師 2名を派遣した。 
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2)-6東北本部 福島県支部 

国・福島県の規制に沿って、3密対策を取りながら会員みんなで協力し合い活動した。また、

福島県土木部を中心に他団体とも連携し、「ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会」

へも参画、若手技術者育成に貢献した。ＳＤＧｓを見据えた関連性を意識しながら取り組みを

行った。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・6月 18日に第 9回福島県支部年次大会を開催した。 

・支部役員会を 1回開催した。（12/2） 

・総務委員会 2回、広報委員会 1 回、技術委員会 2回、特別委員会 2回 開催した。 

② 行事 

・技術委員会がＣＰＤ研修会（見学会含む）を 3回開催した。 

③ その他 

・技術士試験受験啓発活動として、関係機関・団体等へ受験申込書を配布した。 

・支部会報「たくみ 21号」を令和 2年 3月に発行予定 

 

3) 北陸本部 

北陸本部では、従来からの技術士制度の普及啓発、技術士の知名度向上・活用の促進に加

えて、“行動する日本技術士会”として「社会に向けて情報発信」、「社会貢献活動」、「日本

列島を襲う自然災害」に向けた取り組みの強化推進を図ることを掲げ、活動推進に努めてき

た。 

ただ、新型コロナウイルスの感染防止対策のため、やむを得ず、中止または延期した事業

があったほか、WEB 会議や WEB講習会など事業開催形態を変えたものも多数あった。 

なお、当年度が北陸本部設立 50周年であったので、記念誌の発刊をおこなった。 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会は、2020 年 7 月 17 日にオンラインによりおこなった。 

・役員会は、4 月にメール審議方式、9 月、12 月に WEB 会議方式、2 月に対面会議の計 4

回開催した。 

・教育広報委員会は会報の発行の打合せ 4 回、ホームページ小委員会を 4 回、青年技術士交

流委員会 4 回、試験支援委員会 2 回、防災委員会 2 回、事業委員会(研究グループ) を 6 回開

催した。このほか 50 周年記念誌編集ワークチームは 8 月から 11 月の間、ほぼ隔週で打ち合

わせを開催した。 

② 行事 

・予定していた、新潟有資格者懇談会での特別講演会、年次大会での特別講演、CPD 講演会

などが中止となるなか、富山県支部での 8 月の WEB 講演会と 10 月に青年技術士交流委員会

の企画で秋の見学会(WEB配信)を実施した。 

 

3)-1 北陸本部 富山県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・2020年度年次大会は開催せず、年次大会報告書を会員に配布することで代替とした。 

・富山県支部役員会は、5月、7月、1月に 3回開催した。 

② 行事 

・2020年 8月 1日第 33回講演会を zoomにて開催した。 

・2021年 2月 27日に第 34回講演会を zoomで開催した。 

③ その他 
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・2 月 4 日に富山大学の JABEE 認定コース在学生及び担当教員（工学部材料機能工学科等）

に対してオンラインにて技術士制度に関する説明会を開催した 

 

4) 中部本部 

2020年度は、外部への認知度向上や設定した事業展開の基本方針を踏まえて、中部本部傘

下四県支部、委員会そして部会の活性化を目的とした事業展開を推し進める方針であった。

しかしコロナ感染予防対策より対面方式は制約を受け、WEBを利用した活動が主体となった。 

① 年次大会・役員会・委員会活動 

・第 9回年次大会はコロナ感染予防対策より中止した。。 

・本部長を含む３７名で構成された中部本部役員会を 4回開催した。 

・委員会は、倫理委員会１1回、教育促進小委員会 11回、総務委員会 4回、企画委員会 3回、

ＣＰＤ委員会 7 回、修習技術者支援委員会 1 回、青年技術士交流委員会１4 回、独立技術士

交流委員会 6回、広報委員会 5回、活用促進委員会 0回、PL実践研究小委員会 5回、防災支

援委員会 2回、理科支援小委員会 3回、試験業務支援委員会 5回開催。 以上、計７7回開催。 

② 行事 

・ＣＰＤ委員会担当のセミナーは冬季,春季の 2 回開催(夏季、秋季は中止)。講師・テーマ

選定は、CPD委員会で検討し決定した。 

・修習技術者支援委員会による「中部本部修習技術者研究業績発表会」は延期。 

・企画委員会は、技術士第一次・第二次試験の合同合格者説明会を開催予定。 

・社会貢献(防災支援)委員会、建設部会の講演会は中止。 

以上を含め、委員会、部会による講演会は 20 回、見学会は中止した。 

③ その他 

・統括本部主催の WEB 中継講演会に参加。 

・倫理委員会は、テクノロジーカフェを 7回開催。通算 149回開催。また、教育促進小委員

会の倫理教育等は、名古屋大学、岐阜大、鈴鹿高専等、１２の大学・高専で実施した。 

・理科支援小委員会は、理科実験授業研究会を 2 回開催。小・中学校での特別授業を 17 回

実施。  

・外部依頼対応 

技術士紹介依頼 2 件、指導技術士紹介依頼 2件、人材紹介依頼 0件 

・登録グループとして、‘よろず科学技術相談所’は、業務獲得のため 9 回の定例会を開催

し、2件の技術相談に応じた。又 4件の営業活動に対し 4件の受注をみた 

 

4)-1 中部本部 愛知県支部 

前年度に引き続き会員の皆様の満足と技術士の認知度を上げるための多くのイベントを

企画していたが、新型コロナウイルス感染症防止のため大幅に活動を縮小せざるを得なかっ

た。その中で会議や例会などをオンラインで行う方法をほぼ確立した。 

年 3回の例会はいずれもオンライン方式を併用して開催した。Webでの参加者だけでなく、

会場に来られた方々に満足していただけるような方法を模索した。その結果、参加者数は例

年に比べてそれほど変わっておらず、遠方の参加者の数はむしろ増えたため、Web による例

会の良さを改めて実感することができた。 

2020年度は愛知県での技術士全国大会に向けた準備を進めていたが、新型コロナウイルス

感染防止のため中止になり、2023年に延期することになった。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・支部役員会を 6回開催、企画研修委員会を 3 回開催、社会貢献委員会を 1回開催、総務広
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報委員会を 1回開催、防災委員会を 2回開催 

② 行事 

・社会貢献委員会による講演会・発表会を 1回開催 

・企画研修委員会によるふれあい技術士プラザと業績発表会を 1回ずつ開催 

③ その他 

・食問題研究会：食に関わる問題の研究及び自己研鑽を 10回実施 

・企業活動研究会：環境・品質・安全とＩＳＯ国際規格など企業活動に関する諸問題の研究 

を 10回実施 

・わいがやフォーラム：地域・中小企業支援、技術者の技術テーマにつき議論し 11回実施 

 

4)-2 中部本部 岐阜県支部 

前年度に引き続き、組織と技術士の認知度を上げることを目標に活動をしてきた。社会に

開かれた技術士活動の見える化を心掛けて、幅広い分野の講師による講演会の企画・開催を

行った。また、中部本部の「明るく、楽しく、役にたつ」のモットーに則り進めてきた。 

① 岐阜県支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会は、5 月に開催予定であったが、コロナ感染防止のため開催を中止し、資料をメ

ールにて配布した。 

・役員会は WEBにて 6回行った。また、各委員会を同時開催で実施した。 

・WEB講演会開催のための準備委員会（臨時）を設置し、3回開催した。 

・広報委員会は岐阜工業会への講演会参加の勧誘とホームページの管理を行った。 

“岐阜県支部広報誌”を 2020年 6月から 11月の間に発行した。 

（毎週 1人 1件の記事をメールで配信。計 21 名が執筆した。） 

② 行事 

・講演会活動を年間 5回、すべて WEBにて行った。講演会については 6回開催する計画であ 

ったが、コロナウイルス感染拡大防止のため、2020年 5月開催予定分を中止した。 

③ その他 

・岐阜県士業連絡協議会（3回）の行事に参加した。 

 

4)-3 中部本部 三重県支部 

「外部に開かれた会員の役に立つ技術士会活動」を目指し運営している。支部の講演会の

前段で、技術士制度改革等を含む技術士会の最新情報を会員に伝達するようにしています。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・6月 20日に四日市市で年次大会を開催した。 

・支部長を含め 13名で構成される役員とオブザーバー2名による支部役員会を、4回開催 

した。 

・企画研修委員会は、講演会、見学会等の CPD 行事を開催した。 

・社会貢献委員会は、みえテクノジーカフェ、防災講習等の CPD行事を開催した。 

・広報委員会は、会報「技術士みえ」の発行、ホームページ管理を行った。 

・総務委員会は会員動向調査、並びに財務会計対応を行った。 

・活用促進委員会は中部本部三重県支部外部依頼対応要領を作成し外部依頼対応を行った。 

② 行事 

・企画研修委員会による講演会を 3回（10月 12日は台風により中止）、並びに見学会（ 

２月 28日はコロナウイルス対応により中止）を 1回開催した。 

③ その他 
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・社会貢献委員会によるみえテクノロジーカフェを 6回開催した。 

・会報「技術士みえ」を 3回発行した。 

 

4)-4 中部本部  静岡県支部 

発足から 6年目が経過し、新規会員の拡大に対する説明会、例会等の開催により毎年増加

しているが、コロナ禍の影響で当初の予定は中止か延期を余儀なくされた。一方で、対面式

からオンライン方式に替わり生活様式の変化が事業活動に影響を及ぼしている。 

そのような状況の中、更なる会員の拡大やスキルの向上を目指し、例会を開催した。また

支部活動の活性化や役員相互の情報共有等を図るため役員会を定期的に開催した。 

① 年次大会（全体会合）・役員会 

・年次大会は 6月 6 日(土)に開催を中止し、資料はメール配信した。 

・支部長以下役員による支部役員会を 6回開催した。(うち 3回は臨時役員会) 

② 行事 

・講演会(例会)を６回（Ｗｅｂ）開催した。 

・合格者説明会は予定を延期し 8月 22日に開催、合格者 5名が参加した。 

・静岡県の中部地区例会と東部・西部合同地区例会を計 2回Ｗｅｂで開催した。 

③ その他 

・牧之原市との「公共土木施設に係る技術助言に関する包括協定」に基づき本年度は技術助

言を 1回行った。 

・静岡県災害対策士業連絡会の理事会（計 2回、うち 1回は臨時）に参加し会員相互の交流

の拡充とスキルの向上を図った。 

・テクノロジーカフェは中断中であるが、小中学校での理科支援は 4回開催した。 

・会報は会員相互の情報共有と関連団体への周知の拡充を図るため 3回発行した。 

・中部サイエンス・ネットワーク主催の防災・減災ワークショップを 8 月 22 日静岡県地震

防災センターにて実施、会員 7名が参加した。 

・研究会活動の一貫として、防災研究会は被災地支援活動に役立てる「初災時の現地支援マ

ニュアル」を発行した。 

・静岡県・浙江省経済交流促進機構と浙江省科学技術庁主催で 12 月 4 日「静岡県・浙江省

建築業交流養成講座」に当支部から 2名の会員が参加した。講座はｗｅｂ会議システムを利

用したオンラインセミナーで行われた。 

 

5) 近畿本部 

地方創生と地域産業発展に寄与できる技術の研鑽の「場」の提供を、活動方針の主目的と

して、また、新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた対応方針の下、以下の活動を実施し

た。 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・近畿本部年次大会は、年次大会資料を HP 掲載し、会員に広報することとした。また、本

部長表彰式は実施せず、郵送対応とした。 

・本部長を含む 26 名で構成される近畿本部役員会議は、原則奇数月の第二火曜日に、計 6

回開催された。第 1 回は書面審議、第 2～6回はＷＥＢ併用で開催した。 

・委員会は、総務・企画委員会 6回、修習技術者支援委員会 5回、防災支援委員会 7回、科

学技術支援委員会 1 回、合格者祝賀会委員会 2 回、倫理委員会 1 回、協賛団体強化委員会 2

回、試験業務支援委員会 2回、技術士活性化委員会 6回、地域連携強化委員会 6回、全国大

会実行委員会 5回、万博参画準備委員会 4回、Web情報室委員会 2回開催。以上、合計 49回
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開催した。 

② 行事 

・2021 年 1 月 17 日（日)に、防災・減災シンポジウム、第 14 回災害対策セミナー（～突然

の大災害に備え、市民・地域コミュニティは何をするか～）をＷＥＢ併用で開催した（参加

者 151名）。 

・2021 年 2 月 5 日（金）に、第 6 回近畿本部協賛団体特別セミナー（テーマ：「次世代を創

る技術への期待と技術士の役割」）をＷＥＢで開催した（参加者：76名）。 

③ その他 

・技術士第一次・第二次試験の実施を支援した。 

・近畿本部の広報誌「きんき」を 6回発行した。 

・ＷＥＢ中継の講演会に 52回参加した。 

 

 

5)-1 近畿本部 兵庫県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・7月 5日に実施予定であった 2020年度年次大会および年次大会記念講演は、コロナ禍のた

め中止し、同日に 2020 年度第 1回役員会を開催した。 

・役員会は Web会議を併用して 5回開催した。 

・広報誌編集委員会 6 回（内 Web 会議 3 回）、科学技術支援委員会４回、総務委員会２回の

合計 12回開催した。NPO法人兵庫県技術士会との有志幹部会合を 3回開催した。 

・科学技術支援委員会による小学校への特別授業を 2回実施した。 

・防災支援委員会では毎月 1日に安否確認訓練を実施した。 

② 行事 

・県支部主催 CPD講座を 5回開催した。コロナ禍により CPDバス視察は中止した。 

・2021年 1月 17日に近畿本部主催、兵庫県支部協力で「第 14回災害対策セミナー」を開催

した。 

③ その他 

兵庫県支部の広報誌「支部だより」の第 12号を 5月 1日、第 13号を 9月 1日、第 14号を

2021年 1月 1日に発行した。 

 

6) 中国本部 

① 地域本部における年次大会・役員会・委員会活動 

・7月 4日(土)に会員 938名のうち 134名が参加して年次大会をオンラインで開催した。 

・30名で構成される中国本部役員会をオンラインで 5回開催した。 

・部会活動の活性化による会員拡大を目的に、全 8 部会のうち環境部会を除く 7 部会は年 1

回の例会・講演会をオンラインで開催し、そのうち上下水道部会は、鳥取・島根・岡山・広

島の 4拠点で集合形式の Web中継も併催した。 

・企画総務、事業、広報、試験、活用促進、防災、修習技術者支援、社会貢献、男女共同参

画の９委員会では年１～３回程度の委員会を、また、青年技術士交流委員会は 1回／月の委

員会(講演会を併催)をオンラインで開催した。 

・本部長、事務局長、事務局次長および事務局員で構成された「事務局会議」を概ね月１回

のペースで年 9回オンラインで開催した。 

② 行事 

・2 月 20 日(土)に、2020 年度技術士第一次試験・2019 年度技術士第二次試験合格者ガイダ
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ンス・記念講演会を開催した。(参加者 104名、うち二次試験合格者 5 名・一次試験合格者

37名) 

・委員会・部会が CPD の為に開催した講演会は 26回を数え、延べ 2161名の参加を得た。 

・会員サービスの地域格差是正を目的に、統括本部の委員会・部会・研究会が主催する講演

会を積極的に Web中継し、計 32回を数え、そのうち 1回は中国本部から配信した。 

・社会貢献活動の一環として、社会貢献委員会は、呉高専と連携して、広島県安芸太田町の

小中学生を対象に理科教育「プログラミング学習」を 2回、青年技術士交流委員会は、五日

市中央公民館で理科・工作教室「遠隔通信を体験しよう!!」を開催した。 

③ その他 

・技術士第一次・第二次試験の実施を支援した。 

・中国本部会報を 2 回(9月、2月)発行した。 

 

6)-1 中国本部 岡山県支部 

技術士の資質向上、社会貢献活動の推進、戦略的な情報発信および地域に密着した活動の

展開により、会員サービスの充実と技術士の知名度向上を図り、会員拡大を早期に実現する。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・7月 18日岡山県支部の会員 41名が出席して年次大会を開催した。 

・支部長を含め 20名で構成されている支部役員会を 5回開催した。 

② 行事 

・CPD研修会を研修会 3回開催した。 

・技術士一次試験及び二次試験合格者の祝賀会を開催した。 

 

6)-2 中国本部 山口県支部 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、集合型式での行事が出来ず、オンライン型式で、

事業に取り組んだ。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・7 月 17 日、支部会員 12 名が出席して、集合型式およびオンライン型式で支部年次大会を

開催した。 

・支部長を含め 17名で構成される役員による支部役員会を 4回開催した。 

・企画総務委員会・事業委員会および事務局は、山口県支部の行事開催の準備を行うととも

に、役員会に諮る議案の検討を行った。 

・修習技術者支援委員会は、修習技術者への修習セミナー（第一次試験合格者ガイダンス）

を開催した。 

・広報委員会は、広報活動の企画・実施、ホームページによる情報提供を行った。 

・今年度新設した防災委員会は、中国本部と連携し活動を開始した。 

② 行事 

・ＣＰＤ行事 1回（技術士第一次試験合格者祝賀会記念講演会）を開催した。 

・技術士第一次試験合格者祝賀会として、記念講演会およびガイダンスを行った。なお、技

術士第二次試験合格者祝賀会は延期し、2021年度と合同で実施する予定とした。 

③ その他 

・宇部工業高等専門学校と連携協定を締結すると共に、徳山工業高等専門学校との連携協定

による実践活動として、技術士制度の普及および技術者育成を図る目的で 2回の行事を実施

した。 

・支部活動の更なる活性化のために中国本部からのＣＰＤ事業のＷＥＢ中継を 9 回行った。 
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・山口市大内地域において、小学生対象に青年部 5名が「子ども科学体験教室（ポンポン船

を作ろう）」を実施した。 

・徳山工業高等専門学校および宇部工業高等専門学校に対して「倫理教育支援」を実施した。 

 

6)-3 中国本部 鳥取県支部 

9月太平洋・瀬戸内海・日本海縦断技術士会、10月西日本技術士研究業績発表会を当初予

定していたが、新型コロナウイルス感染症対策への対応により事業の実施が中止となった。

その中で支部として下記の通り委員会等の活動を行ったほか、鳥取県から依頼された防災士

養成研修の講師派遣、鳥取環境大学での女性技術士の講演など実施した。 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・2020年 6月 20日に年次大会（書面報告）を送付した。 

・支部長を含め 15名で構成される役員会議を２回開催した。 

・地域活動として県主催の防災士養成講座への講師派遣。 

② 行事 

・技術士第一次・二次試験合格者祝賀会（修習ガイダンス含む）中止 

・9/5 女性技術者の会 

③ その他 

・11/14 防災士養成講座（倉吉市） 

・11/21 防災士養成講座（米子市） 

・12月 鳥取環境大学 女性技術士講演派遣 

 

7) 四国本部 

四国本部ビジョンで掲げる“５つの事業方針”に基づき、次の事業を実施した。 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会は、四国本部設立 10周年記念式典・講演・祝賀会と合わせ 7月 20日に高松市で

開催する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止し、書面開催と

した。 

・本部長を含め 30名の幹事で構成される役員会を 2回開催した。 

・総務（正副委員長会議）、事業、広報、修習技術者支援、防災、青年技術士交流、試験業

務支援の７常設委員会及び倫理、男女共同参画の 2小委員会では、各委員会会議（メール審

議を含む）を開催した。 

・各委員会が講演会・見学会の開催等のＣＰＤ行事を中心に活動を行うと共に、社会貢献活

動にも取り組んだ。 

② 行事 

・ＣＰＤセミナー・公開講座及び修習技術者支援セミナー、防災セミナー、青年技術士交流

会を各県持ち回りで開催した。 

・技術者倫理セミナーを松山市で開催した。 

・男女共同参画推進小委員会意見交換会を徳島市で開催した。 

・統括本部の委員会・部会等が主催する講演会等にＷＥＢ中継で参加した。 

③ その他 

・四国本部会報を 7 月及び 1月（四国本部設立 10周年記念特別号）に発行した。 

・JABEE 認定課程教員・学生に対する「技術士制度説明会」を高知工業高等専門学校で実施

した。 

・香川県教育委員会が実施する学校防災アドバイザー派遣事業に協力した。 



 - 34 - 

・香川高等専門学校との包括連携・協力に関する協定に基づき「学生のキャリア支援のため 

の出前授業」を実施した。 

 

7)-1 四国本部 高知県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会活動 

・11月 20日に高知会館にて、会員 34名が出席して年次大会を開催した。 

・支部長を含め 15名の幹事で構成される役員会を 2回開催した 

② 行事 

・ＣＰＤセミナー・公開講座、修習技術者支援セミナー、防災セミナーを高知市で開催した。 

・統括本部の委員会・部会等が主催する講演会等にＷＥＢ中継で参加した。 

 

8) 九州本部 

新型コロナウイルス感染症へ対応して講演会、見学会など多くの行事が中止または参加人

数が限定縮小された。一方オンラインシステムによる会議、講演会、発表参加など新たな方

式も模索され、ノウハウが習熟されてきたことは一定の成果があったと言える。 

① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会は、一堂に会した開催を避けて関係資料をホームページに紹介する方法とした。 

・役員と支部長が参加した合同役員会を 3 回（7 月、11 月、4 月）、県支部長会議を 1 回（9

月）、三役会議を 2回（1月、2月）全てオンライン併用で開催した。これに伴う事務局会議、

打合せを 41回開いた。 

・広報・地域産業支援・研修・倫理・防災・青年技術士交流、北九州地区支部支援、試験業

務支援の８委員会、みどり・建設・環境・ものづくりの４部会で会議等 31回、講演会 14回

開催した。 

・ＷＥＢ中継による講演会等の聴講 3回（延べ 7名参加）のほか、ＷＥＢ会議、発表会中継

など行った。 

② 行事 

主要な全体行事は見送った。 

③ その他 

・広報委員会では、技術士だより・九州（123～126号）の発行のほか、平成元年からの過去

号（97号まで）について収集、スキャン再現して、ホームページに公開した。 

・研修委員会では、定例のＣＰＤ2回、12月度ＣＰＤの 3回を会場参加は少数とし、オンラ

イン併用で試行しポストコロナに向けた一定の習熟を得た。 

・防災委員会では「７月豪雨災害」の被災者相談会へ「福岡県被災者支援制度研究会」の士

業連携として 2回参加、オンラインによる全国防災会議への報告、小学校の防災教育授業参

観など行い、今後の活動の足掛かりを得た。 

・北九州地区支部支援委員会では、原則月 1回の講演会を人数制限の上開催した。12月には、

地区 CPD開始 40周年、400回開催の記念シンポジウムとし、活動記念誌を取りまとめた。 

・試験業務支援委員会では、第一次、第二次試験ともに新型コロナウイルス感染症に対応し

た日程変更や実施方法に対応して会場確保を図り、試験実施を支援した。 

・そのほかの委員会部会でも講演会、見学会の中止、縮小のなか、オンラインを活用した会

議、講演会などそれぞれ試行し今後の活動の参考とした。 

 

8)-1 九州本部 大分県支部 

下記の通り全体会合、役員会、行事等の活動を行った。 
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① 地域本部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・6月 27日に行う予定であった年次報告会及び技術士試験一次、二次合格合同祝賀会を中止

した。 

・5月 18日に開催する予定であった第 1回役員会を中止し、メールによる議事協議を行った。 

・大分県支部役員会を 4回開催した。 

・オンライン会議システムを利用したＣＰＤ講演会の収録を、9月 16日、9月 19日、9月 20

日、10月 11日、10 月 16日、11月 5日、11月 10日、11月 11日に行った。 

 

② 行事 

・11月 14日、11月 21日（再配信）、第１回ＣＰＤ研修会を WEB会議システムにて開催した。 

・12月 19日、12月 26日（再配信）、第２回ＣＰＤ研修会を WEB会議システムにて開催した。 

・10月半ばに予定していた現地見学会を中止した。 

 

8)-2 九州本部 鹿児島県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会を 5月 30 日に開催した。（新型コロナウイルス感染拡大防止の書面報告とした。） 

・支部役員会を 5月 21日、11月 12日及び 2021年 3月 29日に開催し、2021年 3月 22日に

事務監査を開催した。 

・業務企画委員会を 6 月 11 日、防災委員会を 6 月 23 日及び研修委員会を 6 月 25 日に開催

した。 

② 行事 

・8 月 17 日に第 2 回ＣＰＤ（出席者 29 名）及び 2021 年 2 月 20 日に第 4 回ＣＰＤ（出席者

34名）を開催した。 

③ その他 

・4月 4日：技術士第ニ次試験受験申込書は、希望者に郵送で行った。 

・4月 11日：令和元年度二次試験合格者を中心に 17名に対し、郵送で入会案内を行った。 

・6月 13日：技術士第一次試験受験申込書を、鹿児島市勤労者交流センターにて配布した。 

・12 月 23 日：JABEE 認定校鹿児島大学工学部海洋土木工学科の外部評価委員会に九州本部

青年技術士交流委員会と出席し意見交換を行った。また、「技術士及び技術士試験制度」説

明会を九州本部青年技術士交流委員会の協力を得て開催した。（オンライン） 

・会員の情報共有化を図るため「鹿児島県支部だより」を第 7号から第 11号まで発信した。 

・2021年 3月：県支部 HPを開設し、支部活動の情報発信に努めた。 

 

8)-3 九州本部 宮崎県支部 

① 県支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・新型コロナウイルス感染防止のため中止とした。 

② 行事 

・講習会(CPD)を１回開催した。（12月 12日） 

・見学会(CPD)を１回開催した。（12月 3日） 

③ その他 

・令和 2年度技術士第二次試験願書配布及び技術士制度等説明会を開催した。（4月 5日） 

 

8)-4 九州本部 佐賀県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 
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・年次大会  

日時：6月 10日（水）メールでの総会（総会資料を会員全員に送信） 

・役員会をメール審議および対面にて開催した。 

② 行事 

・2020年度第１回ＣＰＤ（技術懇話会）：11月 28日（土）27名(9名) 

③ その他 

・広報活動 佐賀建設新聞新春特集号投稿（2021年 1月 1日） 

公益社団法人 日本技術士会佐賀県支部支部長：テーマ「技術士とは」 

 

8)-5 九州本部 熊本県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・第７回の年次大会はメール配信での対応。（2020年 6月 3日付） 

・技術士第一次・第二次試験合格者祝賀会は中止。 

・支部長を含めて 10 名で構成される役員による支部役員会を１回開催した。 

・新エネルギー研究部会を 8回実施した。 

② 行事 

・支部会員を主体とした CPDを 10月 17日、2 月 20日に 2回開催した。熊本地震復興状況の

現地研修会は中止した。 

・熊本大学、崇城大学、熊本高専の学生に対して、技術士制度についての説明会を実施した 

③ 熊本地震復興支援活動 

・インフラの復旧・復興状況の広報活動を実施した。 

 

8)-6 九州本部 長崎県支部 

① 県支部における年次大会（全体会合）・役員会 

・7月 11日（土）、支部会員 128名のうち 40名が出席して年次大会を開催した。 

・幹事会を 6回（4,6,8,10,12,2 月）開催した。 

② 行事 

・研修会 2回のＣＰＤ行事を開催した。 

③ その他 

・2021 年 2 月 17 日（水）長崎大学工学部において技術士 3 名による「技術士資格の紹介」

の講義を WEB配信にて実施した。 

 

(5) 関東甲信地域の県支部の活動 

本会の重要施策について円滑な実施を図ると共に、関東甲信地域における県支部相互の連

絡協調及び県支部活動の活性化に資するため、支部長会議を開催した。各県支部での年次大

会等の会合の回数、県支部における主な講演会等及び見学会は付属明細書を参照。 

 

1) 神奈川県支部 

新型コロナウイルス感染症対策としてすべての委員会、行事は Zoom によるオンラインと会

議場の蜜を避けハイブリッドで開催した。 

① 支部における年次大会・役員会・委員会活動 

・7月 21日に開港記念会館において、神奈川県支部第 9回年次大会を開催した。 

・23名の幹事による神奈川県支部役員会 11回を開催した。 

・4委員会及び 9小委員会、それぞれ月 1回委員会を開催した。 
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② 行事 

・神奈川県で開催される展示会（テクニカルショウヨコハマ 2021、ビジネスオーディション）

を HP掲載とオンラインにて開催。 

・CPD 講演会（11 回）、テクノセミナー（3 回）、情報交流の会（5 回）、オープンテクノフォ

ーラム（1 回）、地域産業活性化研究会（1 回）、技術士開業及び業務開拓のための研修会（1

回）、技術士への道ガイダンスを（1回）をハイブリッドで開催した。 

③ その他 

・2021年 1月 26日波止場会館において、2020 年新年賀詞交歓会、特別講演会を開催した。 

・技術士一次・二次試験神奈川試験会場への対応を行った。 

 

2) 埼玉県支部 

新型コロナウイルス感染症の影響があり当初計画した活動の中止、延期もあったがオンライ

ン等を活用し事業を行った。委員会委員定数増の承認を得て地域活性化委員会の各地域（東

部、西部、北部地域小委員会）に委員を増加することができ、若手の委員参加が増え地域ご

との活性化を図った。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・年次大会：令和 2 年 8月 29日に通常より１か月遅れ、新規合格者歓迎も含め開催した。 

・役員会：偶数月 6 回開催、議案・報告事項等議論し、奇数月は支部長、各委員長による幹

部会議を 6回実施した。 

・委員会：5 委員会で計 47 回委員会を、その他の会議等を 29 回実施した。オンライン会議

での実施の他、実会議の場合感染症対策を十分行った。 

② 行事(CPD) 

・講演会を 13回実施、うち１回はオンラインにて開催、昨年に比べ４回少なかった。参加者

は延べ 331名、昨年に比べ約 40％減であった。 

③ その他 

・12月 4日：埼玉大学産学官交流テクノフェアに支部として後援、参加 

・１月 8日から 2月 8日：彩の国ビジネスアリーナ 2021に参加（オンライン開催） 

・１月 18日、19日：BIZ SAITAMA2121さいたま市産業交流展 に参加（オンライン開催） 

・県内３大学に３回（オンライン）、また県内企業及び機関・団体に対し技術士資格取得説明 

会（制度説明会）を 1回実施、参加者は計 334 名、参加者は約 10％減であった。 

・広報誌「彩の国技術士」を 4月、11月 2回発行、また技術士活動紹介として過去の会員講

演内容を纏め発行した。 

 

3) 山梨県支部 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、見学会、産業技術交流会等は開催することがで

きなかった。しかしながら、オンラインミーティングの活用など新たな対応策を講じること

により、制約下での支部活動の継続に努めた。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

4月 18日に年次全体会合を開催し 前年度事業実績・会計報告、令和 2年度事業計画等報告

した。幹事会は計 10 回開催し、年度計画と予算、各行事の実行計画と手配等を進めた。 

② 行事 

・CPD としての講演会 4 回に加え、会員 9 名による研究発表会（15 分ゼミナール）1 回を開

催した。会場に集合する形式の講演会開催が困難であったため、講演会は ZOOM を利用した

オンライン形式での開催とした。また、参加費についても直接現金の徴収を行わず、オンラ
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インでのクレジットカード支払い形式に変更した。 

③ その他 

・2021年 2月 1日 支部報第 9号を発行し、関係機関への配布を行った。 

 

4) 長野県支部 

CPD研修会、技術士説明会を中心に活動を行った。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・7月 11日（土）年次大会を予定したが、新型コロナウイルス感染防止のため中止し、大会

資料（事業報告・計画、決算・予算）を HPに掲載し、Web研修会開催についてとともに、意

見を聴いた。19名の支部会員から意見をいただいた。 

・支部幹事による役員会を 2回開催した。（うち 1回は Web開催。役員会以外は、メール等に

より情報・意見交換を行った。） 

② 行事 

・CPD研修会（防災関係を含む。）を 4回 Web開催した。 

・4月 11日（土）技術士第一次試験及び第二次試験合格者の合同祝賀会を予定したが、延期

した。 

・長野高専環境都市工学科 4 年生 37 名に技術士説明会を 12 月 10 日（木）に開催した。（講

師：技術士 3名） 

③ その他 

・支部会報を 1月に発行し、支部会員、関係機関等に配付した。 

・Webによる CPD研修会を開催するための勉強会を、8月 8日（土）に役員会で持った。 

 

5) 千葉県支部 

技術士の知名度向上，経済社会の発展ならびに科学技術の向上に努めることを目標に、新型

コロナウイルスにより会員へのサービスが低下せぬよう活動した。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・コロナウイルス感染対策として年次大会は行わず，活動報告を県支部会員に書面で送付し、

メールで質問意見を伺う形式とした。 

・役員会はオンラインにより 10回開催した。 

・各委員会・チームはほぼ毎月，活動のための会合を開いており，これらの予定は Web サイ

トで会員に公開している。 

② 行事 

・技術士第一次試験及び第二次試験合格者合同の合格祝賀会は中止した。 

・ 本部から懸念を示されたがオンラインによる CPD講演会をいち早く実施し、リアル 2回、

遠隔 6回開催して会員へのサービス維持を図った。見学会は行わなかった。 

・ 防災講演会を千葉市の後援を得て 9月に実施した。 

・ 理科教育支援は 10月に千葉市で出展、八千代松陰中学に対し技術士の特別講座を 2回実

施し好評であった。他に、高校の研究発表会で指導助言等も行っている。 

・東葛テクノセンター、千葉市産業振興財団で会員が詰めて技術相談を実施している。 

③ その他 

・「千葉県災害復興支援士業ネットワーク」の発足メンバーとして弁護士会をはじめ県内士

業との交流を深めている。 

・Web会報を 1回発行、新規合格者への会員の技術士業務などを紹介した。 

・千葉県支部の組織を「地域組織運営における個別事項を定めるモデル手引きに関する規則」
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に合わせるべく検討を実施した。 

 

6) 茨城県支部 

例年取り組んできた行事等は、新型コロナ感染拡大により大きく影響を受けた。 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・10月 17日に茨城県支部年次大会を開催した。 

・茨城県支部役員会を 11回開催し、県支部の運営について協議を行った。 

・その他各委員会等の会合を全 45回開催した。 

② 行事 

・「2020年度技術士第一次・第二次試験合格者祝賀会・講演会」（9月 6日）を開催した。 

・年次大会（10月 17日）及び新年講演会（2 月 27日）で講演会を開催した。 

なお、例年実施する交流会は新型コロナ感染防止の観点から中止した。 

・「技術士 CPD講座」を 3回、「いばらき IoTコ・ラボ勉強会」を 1回開催した。 

なお、見学会は新型コロナ感染防止の観点から中止した。 

③ その他 

・県内小中学校等で開催された「おもしろ理科先生」講座等に 2回講師を派遣した。 

 

7) 栃木県支部 

コロナ禍のため、会員のための講演会、研究会等のほか、中小企業のために産・官・学の連

携が十分果たせなかった。 

① 年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・6月 6日年次大会（全体会合）はコロナ禍のため中止。 

・支部長を含め 15名で構成される役員会は 10 回開催した。 

・企画・研修委員会では、9月に見学会、10月に CPD研修会を開催したが、11月の「秋の科

学技術講演会」はコロナ禍のため中止。12 月期講演会は、「いちかいプロジェクトメンバー

による講演会」を支部会員 5名（井本郁子氏、徳江義弘氏、水野潤氏、西谷元則氏、松原猛

氏）で行った。2021 年 2月の「技術士を志す方への情報提供講座」はコロナ禍のため中止。 

・国際委員会では、これまで浙江省科技訪日団や浙江省の企業経営等を招聘し、技術交流を

行ってきたが、今年はコロナ禍のため中止となった。 

・環境支援小委員会では、オンラインで開催されたグリーンインフラジャパン（11月 5日～

8日）や「ECO ﾃｯｸ&ﾗｲﾌとちぎ 2020」（12月 5日）において、地域創生を目的とした「いちか

い浮島プロジェクト」（「廃校になったプールを活用したキンブナ養殖」「里山資源を生かし

た人工浮島による生態系の保全」）を出展した。 

③ その他 

・企業支援委員会では、コロナ禍のため、業務斡旋ができなかった。しかし、補助金審査に

4回、企業支援会議に 2回参加した。 

・広報委員会では、コロナ禍による支部活動の停滞により、活動を報告する会報を休刊した。

しかし、会員と対外広報として、支部ホームページを更新・管理を行った。 

 

8) 群馬県支部 

① 支部における年次大会（全体会合）・役員会・委員会活動 

・7月 16日に群馬県支部全体会合（出席者１１名）を開催した。 

・群馬県支部役員会を隔月で 6回開催し、重要事項の審議を行った。 

・総務委員会、企画研修委員会、広報委員会を必要に応じて役員会開催と同時に実施     
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した。・7月 19日に群馬県支部全体会合（出席者 18名）を開催した。 

② 行事 

・CPD講演会を Web 講演会として３回開催した。見学会の開催は中止した。 

・CPD講演会は、9月 18日（一般を含め 35名が参加）、11月 20日（一般を含め 53名が参加）

2021年 2月 19日（一般を含め 34名が参加）に開催した。 

③ その他 

・会報第 16号を 7月に、会報 17号を 2021年 3月に発行した。 

 

以上 


